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キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
国
人
日
本
語
教
師
、
ビ
リ
ー
フ
、
先
行
研
究
、
課
題
点
、
展
望

　
　

一
．
は
じ
め
に

　

日
本
語
教
育
の
発
展
と
と
も
に
、
毎
年
日
本
語
学
習
者
数
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
教
育
現
場
で
は
、
教
育
内
容
、

教
授
法
、
言
語
教
育
政
策
に
だ
け
で
な
く
、
学
習
者
及
び
日
本
語
教
師
の
行
動
、
考
え
方
を
左
右
す
る
意
識
の
面
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
学
習
者
と
教
師
の
行
動
、
考
え
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
意
識
を
把
握
し
、
分
析
す

る
こ
と
が
、
日
本
語
教
育
の
現
状
を
改
善
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
〇
年
代
か

ら
日
本
語
教
育
に
お
い
て
、
意
識
と
関
わ
る
ビ
リ
ー
フ
に
関
す
る
研
究
が
徐
々
に
広
ま
っ
て
き
た
。

中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る

ビ
リ
ー
フ
研
究
へ
の
展
望

  

呉
　
嘉
琦
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言
語
教
育
で
は
、H

orw
itz

（
一
九
八
七
）
に
よ
るB

A
LLI

（
１
）
質
問
紙
を
用
い
て
、
言
語
学
習
者
の
ビ
リ
ー
フ
へ
の
調
査
か

ら
始
ま
り
、
ビ
リ
ー
フ
研
究
が
広
が
っ
て
き
た
。
ビ
リ
ー
フ
と
は
、
物
事
に
対
す
る
信
仰
、
確
信
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
言
語

教
育
上
の
ビ
リ
ー
フ
は
、
日
本
語
教
育
学
会
（
二
〇
〇
五
：
八
〇
七
―
八
〇
八
）
に
よ
り
、「
言
語
の
学
習
方
法
・
効
果
な
ど
に
つ

い
て
自
覚
的
ま
た
は
無
自
覚
的
に
持
っ
て
い
る
信
念
や
確
信
」と
定
義
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。日
本
語
教
育
で
は
、最
初
ビ
リ
ー

フ
の
研
究
対
象
は
日
本
語
学
習
者
に
集
中
し
て
お
り
、
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
は
日
本
語
学
習
者
よ
り
相
対

的
に
遅
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
日
本
語
教
師
の
研
修
、
日
本
語
教
師
間
の
協
働
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
、
研
究
方
法
の

多
様
化
に
よ
り
、
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
は
増
え
て
き
た
。

　

筆
者
はC

IN
II

（https://ci.nii.ac.jp

）
と
日
本
語
研
究
・
日
本
語
教
育
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https://bibdb.ninjal.ac.jp/

bunken/data/

）
を
使
用
し
、
関
連
論
文
を
検
索
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で
の
、
日
本
で
の
日
本

語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
に
関
す
る
論
文
四
二
本
を
入
手
し
た
。
そ
れ
ら
の
論
文
に
つ
い
て
研
究
対
象
の
観
点
か
ら
見
る

と
、
日
本
人
の
日
本
語
教
師
を
は
じ
め
、
中
国
人
教
師
、
韓
国
人
教
師
及
び
タ
イ
人
教
師
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の
論
文
検

索
で
は
、C

N
K

I

（http://w
w

w
.cnki.net

）
を
用
い
、
検
索
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー

フ
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
数（
主
な
研
究
対
象
は
中
国
人
日
本
語
教
師
）は
わ
ず
か
八
本
で
あ
っ
た
。中
国
で
の
日
本
語
教
師
ビ
リ
ー

フ
の
研
究
は
、最
も
早
い
も
の
で
李
暁
博
（
二
〇
〇
八
）
の
日
本
人
日
本
語
教
師
の
実
践
知
識
へ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ（
２
）
研
究
と
言
え
る
。

そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
に
、
尹
松
（
二
〇
一
一
ａ
、
二
〇
一
一
ｂ
）
に
お
け
る
中
国
人
日
本
語
教
師
の
研
究
意
識
に
つ
い
て
の
調

査
を
始
め
、
徐
々
に
増
え
て
き
た
。
日
本
と
中
国
双
方
で
の
研
究
を
合
わ
せ
、
合
計
五
〇
本
を
入
手
し
た
。
日
本
に
お
け
る
主
な

研
究
課
題
は
、
ビ
リ
ー
フ
の
比
較
研
究
、
教
師
観
、
授
業
意
識
及
び
ビ
リ
ー
フ
の
変
容
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
に
お
け
る
主
な
研

究
課
題
に
つ
い
て
の
分
析
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
。
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こ
れ
ま
で
の
研
究
を
俯
瞰
す
る
と
、
日
本
語
教
師
を
対
象
と
し
た
ビ
リ
ー
フ
研
究
は
未
だ
研
究
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
本
論
の
目
的
は
入
手
し
た
論
文
に
沿
っ
て
、
日
本
語
教
師
を
対
象
と
し
た
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
総
括
を
試
み
て
、
こ
れ

か
ら
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
へ
の
展
望
を
行
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　

研
究
方
法
と
し
て
は
、
日
本
側
の
研
究
と
中
国
側
の
研
究
を
概
観
し
、
研
究
目
的
、
研
究
対
象
及
び
研
究
方
法
を
整
理
す
る
。

そ
の
上
で
、
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
研
究
を
抽
出
し
、
課
題
点
を
見
出
し
、
こ
れ
か
ら
へ
の
展
望
を
行
う
。
本
論
の

成
果
に
よ
り
、
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
将
来
の
発
展
に
提
言
し
、
中
国
の
日
本
語
教
育
現
状
へ
の

改
善
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　

二
．
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
概
要

　

日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
へ
の
研
究
に
お
け
る
目
的
及
び
対
象
は
、
日
本
で
の
研
究
と
中
国
で
の
研
究
に
分
け
て
、
時
間
順
に

沿
っ
て
概
要
を
論
じ
る
。
ま
た
、
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
し
た
研
究
を
抽
出
し
て
、
日
本
の
研
究
と
中
国
の
研
究
を
比
較

し
な
が
ら
、
特
徴
を
分
析
し
て
み
る
。

　
　
　

二
・
一　

日
本
に
お
け
る
研
究

　

日
本
で
の
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
関
す
る
、
入
手
し
た
42
本
の
研
究
の
目
的
及
び
対
象
を
論
文
数
に
よ
り
、
二
〇
〇
一
年

〜
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
一
年
〜
二
〇
一
七
年
と
い
う
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
い
る
。
二
〇
〇
一
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表一　日本語教師を対象とするビリーフ研究（日本）

２００１年～２００５年
（発展初期）

２００６年～２０１０年
（安定発展期）

２０１１年～２０１７年
（急速増加期）

岡崎智己（2001）
安龍洙・渡辺文夫・内藤哲雄

（2004）
李暁博（2004）
冷麗敏（2005）
松田真希子（2005）
小澤伊久美・嶽肩志江・坪根由
香里（2005）

呉禧受（2006）
久保田美子（2006） 
ツィガルニツカヤ・レナ（2007） 
古別府ひづる（2008）
古別府ひづる（2009）
小澤伊久美・丸山千歌（2009）
嶽肩志江・坪根由香里・小澤伊
久美（2009）
中井雅也（2009）
岡本和恵（2010）
飯野令子（2010）
八若壽美子・藤原智栄美（2010）

長坂水晶・木田真理 （2011）
西野藍・太原ゆか・内田陽子
(2011) 
片桐準二・Kanokwan Laohabu-
ranakit KATAGIRI・池谷清美・
中山英治 (2011) 
片桐準二・ 池谷清美・ カノック
ワン・ラオハブラナキット・片桐 

（2012）
八田直美・小澤伊久美・嶽肩志江・
坪根由香里（2012） 
小澤伊久美・嶽肩志江・坪根由
香里・八田直美（2012） 
嶽肩志江・坪根由香里・小澤伊
久美・八田直美（2012） 
古別府ひづる（2013）
牛窪隆太（2013） 
秋田美帆（2013）
小澤伊久美・嶽肩志江・坪根由
香里（2013） 
坪根由香里・小澤伊久美・八田
直美（2013）
坪根由香里・小澤伊久美・嶽肩
志江（2014）
葛茜（2014）
山田智久（2014）
阿部新（2014）
星摩美（2014）、（2016）
福永達士（2015）
布施悠子（2015） 
大河内瞳（2015）
坪根由香里・嶽肩志江・小澤伊
久美・八田直美（2015）
坪根由香里・小澤伊久美・嶽肩
志江・八田直美（2016）
久保田美子（2017）
八田直美・小澤伊久美・坪根由
香里・嶽肩志江（2017）

６本  11本  25本
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年
〜
二
〇
〇
五
年
を
発
展
初
期
、
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
一
〇
年
を
安
定
発
展
期
、
二
〇
一
一
年
〜
二
〇
一
七
年
を
急
速
増
加
期
と

し
た
。
論
文
の
年
代
別
の
一
覧
表
は
表
１
に
示
す
。
以
下
の
概
要
に
使
う
用
語
は
全
て
そ
の
論
文
か
ら
直
接
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

二
・
一
・
一　

二
〇
〇
一
年
〜
二
〇
〇
五
年
に
お
け
る
研
究

　

二
〇
〇
一
年
〜
二
〇
〇
五
年
（
発
展
初
期
）
で
は
、
論
文
数
は
他
の
二
つ
の
段
階
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
ま
ず
は
、

岡
崎
智
己
（
二
〇
〇
一
）
で
は
、日
本
人
の
日
本
語
教
師
及
び
中
国
の
大
学
に
い
る
中
国
人
の
日
本
語
教
師
と
中
国
人
の
学
習
者
の
、

日
本
語
学
習
を
含
む
言
語
学
習
に
対
す
る
意
識
や
考
え
方
を
把
握
す
る
の
が
目
的
で
、
日
本
に
お
け
る
日
本
語
教
育
機
関
に
務
め

て
い
る
日
本
人
教
師
一
三
五
名
、
中
国
の
各
地
域
の
大
学
に
在
職
し
て
い
る
中
国
人
教
師
一
一
六
名
、
及
び
中
国
の
大
学
に
い
る

日
本
語
学
習
者
五
九
四
人
を
対
象
に
、
ビ
リ
ー
フ
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

そ
れ
に
次
い
で
、安
龍
洙
他
（
二
〇
〇
四
）、李
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、日
本
語
教
師
の
授
業
観
及
び
専
門
知
識
を
調
査
し
て
い
る
。

前
者
は
韓
国
人
学
習
者
と
日
本
人
日
本
語
教
師
の
授
業
観
の
共
通
点
及
び
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
成
績
上
位
、
下

位
の
学
習
者
そ
れ
ぞ
れ
二
名
、日
本
人
日
本
語
教
師
二
名
（
新
人
教
師
一
名
と
経
験
教
師
一
名
）
を
対
象
に
調
査
し
た
。
そ
の
中
に
、

学
生
と
教
師
の
授
業
観
の
比
較
だ
け
で
な
く
、
新
人
教
師
と
経
験
教
師
及
び
成
績
上
位
、
下
位
学
生
の
比
較
も
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、

李
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、日
本
人
の
日
本
語
教
師
の
專
門
知
識
を
調
べ
る
た
め
、日
本
の
大
学
に
務
め
て
い
る
日
本
語
教
師
で
も
あ
り
、

大
学
院
生
で
も
あ
る
日
本
人
の
Ｒ
さ
ん
一
名
を
対
象
に
、
授
業
観
察
し
て
調
査
を
行
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
冷
麗
敏
（
二
〇
〇
五
）
で
は
、
中
国
の
大
学
に
い
る
学
生
と
中
国
人
日
本
語
教
師
の
授
業
に
対
す
る
意
識
調
査
で
、

二
つ
の
問
題
を
解
明
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
ど
ん
な
教
室
活
動
が
あ
る
か
、
い
い
教
師
像
は
何
な
の
か
、
教
科
書
に
対
す
る
評

価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
教
師
と
学
生
の
認
識
の
異
同
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
日
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本
語
教
育
上
の
問
題
を
解
決
す
る
手
が
か
り
を
提
案
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
で
は
、
中
国
人
日
本
語
教
師
二
九
名
、
学
習
者

二
一
四
名
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
松
田
真
希
子
（
二
〇
〇
五
）
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
文
化
庁
に
よ
る
日
本
語
教
師
養
成
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
施
行
以
来
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
無
経
験
、
新
米
教
師
及
び
中
堅
と
熟
練
教
師
の
日
本
語
教
育
観
に
つ

い
て
の
整
合
を
試
み
た
。
調
査
対
象
は
、
日
本
人
の
日
本
語
教
師
二
七
名
で
、
無
経
験
七
名
、
新
米
八
名
、
中
堅
八
名
、
熟
練
四

名
で
あ
る
。
小
澤
伊
久
美
他
（
二
〇
〇
五
）
で
は
、
教
授
活
動
に
関
す
る
実
践
知
識
を
用
い
た
日
本
人
の
日
本
語
教
師
の
思
考
を

解
明
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
、
国
内
の
日
本
語
学
校
の
新
人
教
師
一
〇
名
と
ベ
テ
ラ
ン
教
師
一
〇
名
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
研
究
目
的
か
ら
見
る
と
、
教
師
の
教
授
活
動
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ
調
査
は
多
い
と
言
え
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た

論
文
は
対
象
の
種
類
が
多
い
が
、
ほ
ん
と
ん
ど
の
研
究
中
心
に
位
置
し
て
い
る
の
は
教
授
活
動
へ
の
調
査
、
教
授
活
動
を
う
ま
く

進
行
す
る
た
め
の
専
門
知
識
へ
の
認
識
に
関
す
る
調
査
、
ま
た
、
言
語
教
育
政
策
の
変
遷
が
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
与
え
る

影
響
に
関
す
る
調
査
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
へ
の
研
究
の
発
展
初
期
で
は
、
主
な
研
究
課
題
は
日
本
語

教
育
に
お
け
る
教
授
活
動
と
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
い
く
つ
か
の
教
授
活
動
に
活
か
せ
る
研
究
も
行
な
わ
れ
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
、
日
本
語
教
育
が
広
め
ら
れ
、
教
育
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
単
純
に
教

授
法
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
形
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
教
授
活
動
と
関
わ
る
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
が
当

時
の
社
会
的
背
景
と
は
切
り
離
せ
な
い
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
研
究
対
象
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
国
別
に
よ
る
分
類
も
あ
れ
ば
、
教
育
経
験
の
長
さ
に
よ
る
分
類
も
あ
る
。
対
象
数
は

数
十
人
か
ら
百
人
以
上
超
え
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
一
部
は
、
安
他
（
同
上
）、
李
（
同
上
）
の
よ
う
な
、
少
な
い
対
象
者
を

取
り
上
げ
た
研
究
も
あ
る
。
特
に
李
（
同
上
）
で
は
、
一
人
の
日
本
人
教
師
を
対
象
に
し
て
、
深
く
追
求
し
、
調
査
す
る
論
文
は

そ
れ
以
後
の
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
中
で
も
珍
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
日
本
語
教
師（
以
下
Ｎ
Ｔ
）
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と
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
日
本
語
教
師（
以
下
Ｎ
Ｎ
Ｔ
）を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
は
、以
後
の
異
な
る
国
の
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー

フ
研
究
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
他
に
は
学
習
者
と
一
緒
に
取
り
上
げ
た
比
較
研
究
も
あ
る
。そ
れ
は
学
習
者
・

教
師
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
背
景
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
双
方
を
比
較
し
な
が
ら
、
ビ
リ
ー
フ
研
究
を
行
う
の
は
、
実
際
の
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
教
育
現
場
で
は
う
ま
く
活
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
時
期
の
研
究
方
法
で
は
、岡
崎
（
同
上
）、冷
（
同
上
）
は
量
的
調
査
で
、
そ
れ
以
外
の
論
文
は
質
的
調
査
を
使
用
し
て
い
る
。

岡
崎
（
同
上
）
で
は
、「
日
本
語
の
使
用
環
境
」
に
関
す
る
内
容
を
含
む
改
訂
版
のB

A
LLI

調
査
票
を
使
用
し
た
。
冷
（
同
）
で
は
、

「
総
合
日
本
語
」
と
い
う
授
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
学
生
版
と
教
師
版
に
分
け
て
作
成
し
、実
施
し
た
。
一
方
、安
他
（
同
）、李
（
同
）、

松
田
（
同
）
と
小
澤
他
（
同
）
で
は
、質
的
調
査
が
使
用
さ
れ
た
が
、具
体
的
な
調
査
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
。
安
他
（
同
）

で
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
（
３
）
を
使
用
し
て
い
る
。
李
（
同
）
に
お
け
る
研
究
方
法
は
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、
松
田
（
同
）
で
は
、
日
本

語
教
師
が
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
困
難
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
教
師
像
を
理
想
と
し
、
ど
の
よ
う
な
現
状
認
識
の
も
と
に
、
ど
の

よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
か
」
に
関
わ
る
一
〇
項
目
か
ら
な
る
質
問
紙
を
用
い
た
。
小
澤
他
（
同
）
で
は
、
調

査
対
象
者
を
授
業
観
察
さ
せ
て
、
授
業
観
察
の
プ
ロ
ト
コ
ル
及
び
授
業
後
の
レ
ポ
ー
ト
を
デ
ー
タ
に
し
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
の

時
期
の
論
文
数
に
お
い
て
、
多
く
使
わ
れ
た
研
究
方
法
は
質
的
調
査
法
で
あ
っ
た
。
量
的
調
査
法
を
使
っ
た
論
文
も
あ
る
が
、
量

的
調
査
は
人
の
意
識
を
深
く
探
求
で
き
な
い
な
ど
の
よ
う
な
限
界
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
参
与
観
察
な
ど
の
方
法
を
用
い
た

質
的
調
査
が
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
を
深
く
進
め
て
き
た
。

　
　
　

二
・
一
・
二　

二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
研
究

　

二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
一
〇
年
（
安
定
発
展
期
）
で
は
、
量
的
調
査
法
を
使
用
し
た
論
文
に
は
呉
禧
受
（
二
〇
〇
六
）、
久
保
田
美
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子
（
二
〇
〇
六
）、
ツ
ィ
ガ
ル
ニ
ツ
カ
ヤ
・
レ
ナ
（
二
〇
〇
七
）、
古
別
府
ひ
づ
る
（
二
〇
〇
九
）
及
び
中
井
雅
也
（
二
〇
〇
九
）

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
対
象
は
ほ
と
ん
ど
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
日
本
語
教
師
で
あ
る
が
、
呉
（
同
）
で
は
韓
国
人
教
師
と
日
本

人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
調
べ
、
両
者
の
比
較
へ
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ツ
ィ
ガ
ル
ニ
ツ
カ
ヤ
（
同
）
で
は
、
日
本
語
教

師
と
学
習
者
の
ビ
リ
ー
フ
へ
の
比
較
研
究
で
あ
る
が
、
日
本
語
教
師
は
Ｎ
Ｔ
と
Ｎ
Ｎ
Ｔ
を
含
ん
で
い
る
。
主
な
目
的
は
、
日
本
語

教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
、
特
徴
、
授
業
姿
勢
、
行
動
特
性
及
び
い
い
教
師
像
と
い
っ
た
面
か
ら
探
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
は
量
的
調
査
を
使
用
し
た
が
、
具
体
的
に
は
調
査
の
仕
方
が
若
干
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
呉
（
同
）
で

は
最
初
に
提
案
し
たB

A
LLI

調
査
票
に
基
づ
き
、
五
九
項
目
か
ら
な
る
改
訂
版B

A
LLI

調
査
票
を
作
成
し
た
。
そ
れ
を
使
用
し

て
韓
国
に
い
る
日
本
人
の
教
師
二
五
名
、
韓
国
人
の
教
師
二
七
名
を
対
象
に
し
て
調
査
し
た
。
久
保
田
（
同
）
で
は
、
Ｎ
Ｎ
Ｔ
の

ビ
リ
ー
フ
を
調
査
す
る
た
め
、
教
師
研
究
に
き
た
Ｎ
Ｎ
Ｔ 

四
一
五
名
を
対
象
に
し
て
、B

A
LLI

質
問
紙
を
使
っ
て
調
査
し
た
。
そ

の
結
果
を
さ
ら
に
因
子
分
析（
４
）
を
行
な
っ
た
。
ツ
ィ
ガ
ル
ニ
ツ
カ
ヤ
（
同
）
で
は
、オ
ノ
マ
ト
ペ
に
対
す
る
意
識
を
調
査
す
る
た
め
、

オ
ノ
マ
ト
ペ
に
関
す
る
質
問
紙
を
作
成
し
、
日
本
語
教
師
一
四
〇
名
、
学
習
者
一
二
〇
名
を
対
象
に
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
は
統

計
分
析
を
使
用
し
て
平
均
値
及
び
有
意
差
を
調
べ
た
。
一
方
、
古
別
府
（
同
）
で
は
、
タ
イ
の
高
校
で
の
日
本
語
教
師
の
行
動
特

性
を
調
査
す
る
た
め
、
タ
イ
で
働
い
て
い
る
日
本
語
教
師
（
日
本
人
一
五
名
、
タ
イ
人
一
〇
六
名
）
に
対
し
、
日
本
語
教
師
の
行

動
特
性
と
関
わ
る
四
一
項
目
か
ら
な
る
質
問
紙
を
使
用
し
、
調
査
し
た
。
そ
の
後
、
因
子
分
析
も
行
な
っ
た
。
中
井
（
同
）
に
お

い
て
は
、
タ
イ
の
高
校
で
求
め
ら
れ
る
日
本
語
教
師
像
を
調
査
す
る
た
め
、
タ
イ
人
の
教
師
一
〇
五
名
、
学
習
者
六
四
八
名
に
対

し
て
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。
本
調
査
に
入
る
前
に
、
予
備
調
査
を
行
な
い
、
質
問
紙
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
本
調
査
の
デ
ー
タ

を
使
用
し
、
さ
ら
に
因
子
分
析
を
行
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
で
質
的
調
査
法
を
使
用
し
た
の
は
、
古
別
府
（
二
〇
〇
八
）、
小
澤
他
（
二
〇
〇
九
）、
嶽
肩
志
江
他
（
二
〇
〇
九
）、
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岡
本
和
恵
（
二
〇
一
〇
）
及
び
飯
野
令
子
（
二
〇
一
〇
）、
八
若
壽
美
子
他
（
二
〇
一
〇
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
古
別
府
（
同
）、

小
澤
他
（
同
）、
八
若
他
（
同
）
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
使
用
し
た
が
、
古
別
府
（
同
）
は
タ
イ
中
等
教
育
機
関
で
の
タ
イ
人
日
本

語
教
師
女
性
二
名
を
対
象
に
、
ビ
リ
ー
フ
調
査
を
行
い
、
そ
の
上
で
、
日
本
語
教
育
経
験
の
差
に
よ
る
違
い
の
比
較
も
行
な
っ
た
。

小
澤
他
（
同
）
は
異
な
る
統
計
ソ
フ
ト
に
よ
り
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
に
与
え
る
影
響
を
調
べ
た
。
こ
の
研
究
で
は
日
本
人
の
日
本
語
教
師
、

女
性
一
名
を
対
象
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
行
な
い
、
異
な
る
統
計
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
分
析
し
た
。
八
若
他
（
同
）
で
は
、
外
国
人
日

本
語
教
師
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
二
名
、
タ
イ
人
一
名
、
台
湾
人
二
名
を
対
象
に
し
て
、
彼
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
の
共
通
点
に
つ
い
て
調

査
し
た
。
嶽
肩
他
（
同
）
に
お
い
て
は
、
新
人
教
師
と
経
験
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
比
較
し
、
及
び
そ
の
ビ
リ
ー
フ
の
背
後
に
あ
る

思
考
を
分
析
す
る
た
め
、
新
人
教
師
、
経
験
教
師
各
一
〇
名
を
対
象
に
、
プ
ロ
ト
デ
ー
タ
を
採
取
し
、
感
想
レ
ポ
ー
ト
を
記
述
さ
せ
、

最
後
に
ビ
リ
ー
フ
へ
の
質
問
紙
調
査
を
行
な
っ
た
。
岡
本
（
同
）
で
は
、中
国
人
日
本
語
教
師
、女
性
一
名
を
対
象
に
し
て
、ビ
リ
ー

フ
を
調
査
し
た
。
調
査
方
法
はE

xploratory P
ractice

（
探
求
的
実
践
）
だ
け
で
な
く
、
授
業
へ
の
フ
ィ
ー
ト
バ
ッ
ク
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
行
な
っ
た
。
飯
野
（
同
）
で
は
質
的
調
査
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー（
５
）
法
を
使
用
し
て
、
Ｎ
Ｎ
Ｔ
の
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
経
験
の
新
た
な
意
味
生
成
の
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。

　

安
定
発
展
期
に
お
い
て
は
、
主
な
調
査
対
象
は
Ｎ
Ｎ
Ｔ
で
あ
り
、
タ
イ
人
教
師
の
研
究
は
こ
の
時
期
で
目
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

研
究
方
法
の
妥
当
性
に
対
す
る
考
察
も
行
わ
れ
た
。
研
究
方
法
で
は
、
量
的
調
査
は
五
本
、
質
的
調
査
は
六
本
で
あ
る
。
量
的
調

査
は
前
の
時
期
よ
り
増
加
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
　
　

二
・
一
・
三　

二
〇
一
一
年
〜
二
〇
一
七
年
に
お
け
る
研
究

　

二
〇
一
一
年
〜
二
〇
一
七
年
（
急
速
増
加
期
）
で
は
、
表
一
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
論
文
数
は
前
よ
り
著
し
く
増
加
し
て
い
て
、
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特
に
二
〇
一
三
年
以
後
の
論
文
数
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
時
期
で
、
量
的
調
査
を
使
っ
た
論
文
は
長
坂
水
晶
他
（
二
〇
一
一
）、

西
野
藍
他
（
二
〇
一
一
）、
星
摩
美
（
二
〇
一
四
）、
福
永
達
士
（
二
〇
一
五
）、
久
保
田
（
二
〇
一
七
）
で
あ
る
。
ま
た
、
布
施
悠

子
（
二
〇
一
五
）
で
は
、
質
的
調
査
と
量
的
調
査
を
合
わ
せ
て
実
施
し
た
。
阿
部
新
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
先
行
研
究
の
メ
タ
分

析
を
行
っ
た
。
残
り
の
一
八
本
は
質
的
調
査
を
用
い
た
。

　

こ
の
時
期
の
量
的
調
査
に
お
い
て
は
、
主
な
調
査
対
象
は
前
と
同
じ
よ
う
に
Ｎ
Ｎ
Ｔ
で
、
タ
イ
人
教
師
、
韓
国
人
教
師
及
び
中

国
人
教
師
で
あ
る
。
具
体
的
な
調
査
方
法
は
前
の
二
段
階
に
あ
る
量
的
調
査
の
時
に
使
わ
れ
た
方
法
と
大
体
同
じ
で
あ
り
、
質
問

紙
調
査
を
使
用
し
、そ
の
上
で
さ
ら
に
統
計
分
析
も
行
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、西
野
他
（
同
）
は
教
育
政
策
が
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー

フ
に
与
え
る
影
響
を
調
べ
る
た
め
、
質
問
紙
調
査
を
行
な
い
、
ま
た
、
九
〇
人
の
対
象
者
か
ら
経
験
年
数
や
年
齢
に
よ
り
任
意
抽

出
し
た
職
員
六
名
に
聞
き
取
り
調
査
も
行
な
っ
た
。
久
保
田
（
同
）
は
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
が
一
〇
年
を
お
い
て
異
な
る
の
か
、
学

習
経
験
は
一
〇
年
を
お
い
て
異
な
る
の
か
、
ビ
リ
ー
フ
と
学
習
経
験
の
関
係
性
は
一
〇
年
を
お
い
て
異
な
る
か
と
い
う
三
つ
の
目

的
を
持
っ
て
考
察
し
て
い
る
。
使
用
し
た
質
問
紙
は
久
保
田
に
よ
る
改
訂
版
さ
れ
たB

A
LLI

調
査
票
で
、
対
象
は
Ｎ
Ｎ
Ｔ
三
八
六

名
で
あ
る
。

　

一
方
、
第
三
段
階
で
は
、
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
へ
の
質
的
研
究
は
主
で
あ
る
。
具
体
的
な
調
査
方
法
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
、

M
-G

T
A

（
６
）
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
は
、
マ
ル
チ

メ
ソ
ッ
ド
が
あ
る
。

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
主
な
研
究
方
法
と
し
て
使
用
し
た
論
文
は
片
桐
準
二
他
（
二
〇
一
二
）、
八
田
直
美
他

（
二
〇
一
二
、二
〇
一
七
）、
小
澤
他
（
二
〇
一
二
）、
嶽
肩
他
（
二
〇
一
二
）、
古
別
府
（
二
〇
一
三
）、
坪
根
由
香
里
他

（
二
〇
一
三
、二
〇
一
四
、二
〇
一
五
、二
〇
一
六
）、
山
田
智
久
（
二
〇
一
四
）、
布
施
（
二
〇
一
五
）
の
合
計
一
二
本
が
あ
る
。
研
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究
目
的
は
、
教
師
観
、
授
業
観
及
び
ビ
リ
ー
フ
の
変
化
で
あ
る
。
研
究
対
象
は
片
桐
他
（
同
）、
八
田
他
（
同
）、
小
澤
他
（
同
）、

嶽
肩
志
江
他
（
同
）、
古
別
府
（
同
）
で
は
、
タ
イ
人
の
日
本
語
教
師
を
対
象
に
し
て
考
察
し
て
い
る
。
坪
根
他
の
三
本
及
び
八
田

他
（
同
）
は
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
対
す
る
考
察
で
あ
る
。
山
田
（
同
）
は
日
本
人
の
日
本
語
教
師
を
対
象
に
し
て

調
査
し
た
。
布
施
（
同
）
で
は
母
語
話
者
日
本
語
教
師
が
新
し
い
教
材
を
使
う
と
き
に
不
安
に
つ
い
て
、
日
本
人
教
師
五
名
を
対

象
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
及
び
質
問
紙
を
使
用
し
て
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
研
究
対
象
数
は
一
〇
名
以
内
で
、
対
象
者
数
が

一
名
の
み
の
研
究
も
あ
る
。

　

M
-G

T
A

（
改
訂
版
グ
ラ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）
と
い
う
分
析
方
法
は
相
互
作
用
に
よ
る
人
間
行
動
及
び
意
識
・

認
識
の
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
理
論
化
す
る
場
合
に
適
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
を
使
用
し
た
研
究
は
、
片
桐
他
（
同
）、
星
（
同
）
で

あ
る
。
片
桐
他
（
同
）
で
は
、
タ
イ
人
大
学
教
師
七
名
を
対
象
に
、
日
本
語
教
育
現
場
の
実
態
を
分
析
し
、
彼
ら
が
「
成
長
す
る

教
師
」
と
な
る
可
能
性
を
探
る
た
め
、
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
７
）
を
実
施
し
、
そ
し
てM

-G
T

A

を
使
用
し
て
分
析
し
て
い
る
。

星
（
同
）
で
は
、
韓
国
人
教
師
一
二
名
を
対
象
に
、
教
師
ビ
リ
ー
フ
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
た
め
、M

-G
T

A

を
使
用
し
た
。

　

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
使
用
し
た
の
は
牛
窪
隆
太（
二
〇
一
三
）で
あ
る
。こ
の
研
究
で
は
、教
育
機
関
へ
の
参
加
と
ビ
リ
ー

フ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
新
人
教
師
一
名
を
対
象
に
し
て
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
使
用
し
た
。
一
方
、
半
構

造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
質
的
調
査
で
よ
く
使
わ
れ
る
が
、
他
の
調
査
法
と
併
用
す
る
の
は
普
通
で
あ
る
。
葛
茜
（
二
〇
一
四
）
で

は
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
使
用
し
て
、
中
国
の
大
学
で
働
い
て
い
る
中
国
人
教
師
九
名
、
日
本
人
教
師
六
名
を
対
象
に
、
言

語
教
育
観
と
言
語
政
策
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
８
）
を
使
用
し
た
論
文
は
大
河
内
瞳
（
二
〇
一
五
）
で
あ
る
。
こ
の
研
究
で
は
、P

rofessional learning 

com
m

unity 

（
Ｐ
Ｌ
Ｃ
）
で
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
、
そ
の
学
び
は
Ｐ
Ｌ
Ｃ
に
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
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記
述
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
使
用
し
て
分
析
し
て
い
る
。
一
方
、小
澤
他
（
二
〇
一
三
）
は
授
業
観
察
時
の
コ
メ
ン
ト
と
感
想
レ
ポ
ー

ト
及
び
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
な
ど
複
数
の
研
究
方
法
を
合
わ
せ
て
、
一
名
の
日
本
人
教
師
の
考
え
及
び
そ
の
裏
に
あ
る
ビ
リ
ー
フ
を
考
察

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
ル
チ
メ
ソ
ッ
ド
は
一
つ
の
研
究
方
法
で
深
く
調
査
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
最
小
限
に
し
て
、
で
き
る
だ

け
研
究
対
象
を
多
く
の
側
面
か
ら
探
求
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

急
速
発
展
期
で
は
、
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
に
お
け
る
主
な
目
的
は
前
の
二
段
階
と
同
じ
よ
う
に
、
ビ
リ
ー
フ
の
内
容
、

変
容
及
び
異
な
る
対
象
間
の
比
較
で
あ
る
が
、
質
的
調
査
法
の
種
類
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
ビ
リ
ー
フ
に
与
え
る
個
人
的
な

影
響
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
な
影
響
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
研
究
対
象
と
し
て
は
、
タ
イ
人
、
中
国
人
及
び
韓
国
人
に
対

す
る
調
査
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
研
究
方
法
に
お
い
て
、
二
〇
一
二
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
が
多
用

さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
文
化
人
類
学
の
質
的
調
査
法
（M

-G
T

A

、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
な
ど
）
を
使
用
し
た
論
文
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
時

期
で
は
、
質
的
調
査
法
の
使
用
が
か
な
り
多
く
、
逆
に
、
量
的
調
査
法
に
よ
る
論
文
数
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

　

以
上
、
二
〇
〇
一
年
〜
二
〇
一
七
年
ま
で
に
日
本
で
投
稿
さ
れ
た
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
主
な
も
の
を
概
観
し
た
。

　
　
　

二
・
二　

中
国
に
お
け
る
研
究

　

中
国
で
投
稿
し
た
論
文
に
関
し
て
、
筆
者
は
複
数
の
有
名
な
刊
行
物
を
検
索
し
た
結
果
、
八
本
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ら
を
表
二
に
ま
と
め
た
。
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
つ
い
て
、
中
国
で
の
主
な
研
究
目
的
は
日
本
語
教
師
の
研
究
動
機
、
良

い
教
師
像
、
協
働
学
習
に
対
す
る
認
識
な
ど
が
あ
る
。
研
究
対
象
は
李
暁
博
（
二
〇
〇
八
）
以
外
、
全
て
は
中
国
の
大
学
で
働
く

中
国
人
日
本
語
教
師
で
あ
る
。
質
的
調
査
を
用
い
た
場
合
、
研
究
対
象
の
人
数
は
三
人
位
で
あ
る
。
研
究
方
法
と
し
て
は
、
質
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的
調
査
を
用
い
た
論
文
は
、
李
（
同
）、
尹
松
（
二
〇
一
一

ａ
，
二
〇
一
一
ｂ
）、
楊
雅
林
（
二
〇
一
三
）、
穆
紅
・
劉
娜

（
二
〇
一
五
）
で
、
金
玉
花
（
二
〇
一
七
）
六
本
あ
る
。
具
体
的

な
研
究
方
法
と
し
て
は
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い

た
李
（
同
）
と
自
由
記
述
調
査
を
用
い
た
穆
他
（
二
〇
一
五
）

以
外
の
研
究
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
使
用
し
た
。
量
的
調
査
は
趙
冬

茜
（
二
〇
一
六
）、
張
麗
梅
（
二
〇
一
七
）
で
、
二
本
あ
る
。
具

体
的
な
研
究
方
法
は
、
こ
の
二
本
と
も
質
問
紙
を
使
用
し
た
。

ま
た
趙
（
同
）
で
は
因
子
分
析
を
行
な
っ
た
。
中
国
に
お
け
る

日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
関
す
る
論
文
は
日
本
の
そ
れ
よ
り

も
少
な
く
、
ま
た
、
調
査
方
法
は
、
種
類
は
少
な
い
が
、
質
的

調
査
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
が
よ
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
研

究
対
象
と
し
て
は
李
（
同
）
に
お
い
て
は
日
本
人
の
日
本
語
教
師
Ｒ
氏
一
名
を
対
象
に
ビ
リ
ー
フ
調
査
を
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
は

留
学
時
代
の
李
の
調
査
で
あ
り
、
中
国
で
行
っ
た
調
査
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
は
全
て
中
国
人
日
本
語
教
師
が
対
象
と
さ
れ
て
、

し
か
も
、
大
学
で
働
く
教
師
が
主
な
研
究
対
象
で
あ
り
、
中
等
教
育
機
関
で
の
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
論
文
は
探
索
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
日
本
で
発
表
さ
れ
た
教
師
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
中
に
、
タ
イ
の
中
等
教
育
機
関
の
教
師
の
ビ
リ
ー

フ
研
究
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
た
。

　

以
上
、
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
研
究
と
中
国
に
お

表二　日本語教師を対象とするビリーフ研究（中国）

李暁博（2008）
『外語研究』109、pp.46-50

尹松（2011a）
『外語教学理論与実践』4　pp58-64

尹松（2011b）
『日語学習与研究』157、pp82-88

楊雅林（2013）
『当代教師教育』6-4 pp48-56

穆红・劉娜（2015）
『中国校外教育　下旬刊』p18

趙冬茜（2016）
『天津外国語大学学報』23-2 pp46-50

張麗梅（2017）
『日語学習与研究』191、pp47-56

金玉花（2017）
『日語学習与研究』190、pp79-86

170



◉研究ノート　中国人日本語教師を対象とするビリーフ研究への展望

け
る
研
究
の
概
要
を
整
理
し
た
。
そ
の
う
ち
、
日
本
に
お
け
る
研
究
を
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
研
究
目
的
、
対
象
及
び
方
法
を

ま
と
め
、
そ
の
特
徴
も
検
討
し
て
み
た
。
一
方
、
中
国
に
お
け
る
研
究
は
八
本
あ
り
、
そ
の
ま
ま
分
類
せ
ず
に
整
理
し
た
。
以
下

は
中
国
人
の
日
本
語
教
師
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
み
に
注
目
し
、
そ
の
中
の
課
題
を
深
く
検
討
し
て
い
く
。

　
　

三
．
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
先
行
研
究
に
お
け
る
課
題
点

　
　
　

三
・
一　

日
本
側
の
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究

　

日
本
に
お
け
る
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
研
究
は
、
岡
崎
（
二
〇
〇
一
）、
冷
（
二
〇
〇
五
）、
岡
本
（
二
〇
一
〇
）、

長
坂
他
（
二
〇
一
一
）、
坪
根
他
（
二
〇
一
四
、二
〇
一
五
、二
〇
一
六
）、
葛
（
二
〇
一
四
）、
八
田
他
（
二
〇
一
七
）
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
は
、
久
保
田
（
二
〇
〇
六
、二
〇
一
七
）、
阿
部
（
二
〇
一
四
）
に
お
け
る
調
査
で
は
、
中
国
人
日
本
語
教
師
だ
け

で
な
く
、
世
界
中
各
国
か
ら
の
教
師
も
含
ん
で
い
る
、
そ
の
た
め
、
世
界
各
地
域
の
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
の
傾
向
を
一
部
把

握
で
き
る
が
、
中
国
人
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
を
特
定
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
久
保
田
二
本
及
び
阿
部
（
同
）
を
分
析

対
象
外
に
す
る
。
岡
崎
（
同
）
で
は
、B

A
LLI

質
問
紙
と
五
件
法
を
合
わ
せ
て
、
中
国
の
大
学
で
の
中
国
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ

を
調
査
し
た
。
し
か
し
、
調
査
さ
れ
た
対
象
者
は
全
て
中
国
に
お
け
る
有
名
な
大
学
で
働
く
教
師
で
あ
る
た
め
、「
中
国
人
学
習
者

に
対
す
る
期
待
度
」
の
結
果
が
偏
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
岡
崎
（
同
）
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
成
績
下
位
の
学
生
が
集
ま
る
地
方
公
立
大
学
、
ま
た
は
さ
ら
に
下
位
学
生
が
入
学
す
る
私
立
大
学
の
場
合
に
、「
中
国
人
学
習

者
に
対
す
る
期
待
度
」
と
い
う
項
目
に
対
す
る
教
師
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
調
査
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、同
書
で
は
、「
話
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す
機
会
が
な
い
な
ら
外
国
語
の
学
習
は
無
意
味
だ
」
と
い
う
項
目
に
対
し
、
中
国
人
教
師
が
「
な
ん
と
も
言
え
な
い
」
と
回
答
し

て
い
る
比
率
が
高
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
解
釈
は
さ
れ
て
い
な
い
。
質
問
紙
調
査
自
身
の
限
度
の
た
め
、
被
調
査
者
が
最

も
答
え
た
が
っ
た
内
容
は
五
件
法
の
選
択
肢
に
表
現
で
き
な
く
、
深
く
調
査
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
冷
（
同
）
で
は
、「
総

合
日
本
語
」
と
い
う
授
業
に
対
す
る
教
師
と
学
生
の
意
識
を
調
査
し
、
六
个
所
の
大
学
に
お
け
る
日
本
語
科
の
学
生
と
教
師
の
意

識
の
傾
向
が
わ
か
っ
た
。
調
査
さ
れ
た
教
師
の
人
数
は
二
九
人
、
学
生
数
は
二
一
四
人
で
あ
っ
た
。
対
象
者
間
の
差
が
あ
り
す
ぎ
、

調
査
地
域
も
わ
か
ら
な
く
て
、
こ
れ
は
調
査
結
果
に
影
響
を
与
え
る
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
質
問
紙
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は

平
均
値
を
計
算
し
た
が
、
さ
ら
に
対
象
者
間
の
相
関
関
係
を
分
析
し
、
学
生
と
教
師
の
意
識
に
は
関
係
が
あ
る
の
か
を
こ
れ
か
ら

検
討
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
時
に
研
究
方
法
な
ど
が
整
っ
て
い
な
か
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

岡
本
（
二
〇
一
〇
）
で
は
、E

xploratory P
ractice

（
探
求
的
実
践
、
Ｅ
Ｐ
） （
９
）
を
用
い
て
、
Ｔ
Ｔ
授
業
を
全
体
的
に
把
握
し

た
上
で
、
研
究
協
力
者
の
語
り
、
学
習
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
筆
者
の
内
省
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
、
Ｎ
Ｎ
Ｔ
に

対
す
る
中
国
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
Ｔ
Ｔ
授
業
を
通
し
て
、
筆
者
の
学
び
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ

の
研
究
を
通
し
て
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
大
学
で
の
日
本
語
授
業
に
お
け
る
問
題
点
が
観
察
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
調
査

の
視
点
は
一
つ
の
大
学
の
日
本
語
授
業
に
限
ら
れ
、
現
地
の
文
化
と
外
国
語
教
育
政
策
に
つ
い
て
の
検
討
は
少
な
く
、
ま
た
、
教

師
ビ
リ
ー
フ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
は
多
す
ぎ
て
理
論
的
な
説
明
は
ま
だ
不
十
分
と
感
じ
ら
れ
る
。
長
坂
他

（
二
〇
一
一
）
で
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
を
行
っ
た
後
、
質
問
紙
を
作
成
し
、
八
五
名
の
中
国
人
教
師
を
対
象
と
し
て
、
調
査
し
た
。

主
な
調
査
内
容
は
会
話
授
業
の
教
室
活
動
及
び
困
難
点
で
あ
り
、
調
査
項
目
か
ら
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
教
授
方
法
に
関
す
る
も
の
で
、

教
師
の
意
識
面
へ
の
調
査
は
深
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。
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坪
根
他
（
二
〇
一
四
、二
〇
一
五
、二
〇
一
六
）
で
は
、
同
じ
よ
う
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
使
用
し
、
中
国
人
日
本
語
教
師
の
持
つ

「
学
習
者
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ
」、「
ビ
リ
ー
フ
の
特
徴
」、「
授
業
意
識
」
及
び
そ
の
背
景
を
調
査
し
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
者
の
年
齢
、

学
習
歴
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ビ
リ
ー
フ
形
成
の
要
因
の
一
部
と
し
て
分
析
さ
れ
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
少
し
問
題
で
あ
る
と
感
じ

る
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
目
的
は
が
違
っ
て
い
る
が
、
使
用
し
た
「
刺
激
文
」
全
て
同
じ
、「
い
い
中
国
人
日
本
語
教
師
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
各
自
の
目
的
に
適
合
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
な
る
「
刺
激
文
」
を
使
う
方
が
妥
当
性
が
よ
り
保
証
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
出
身
地
、
職
場
の
所
在
地
な
ど
の
よ
う
な
社
会
的
な
情
報
は
載
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
対
象

者
の
ビ
リ
ー
フ
の
形
成
に
一
定
の
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
、
ビ
リ
ー
フ
を
調
査
す
る
と
き
、
必
要
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

葛
（
二
〇
一
四
）
で
は
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
中
国
人
と
日
本
人
の
教
師
の
言
語
教
育
意
識
を
考
察
し
て
い
る
。

教
師
の
認
識
は
、
学
習
者
、
学
習
環
境
及
び
現
場
の
問
題
点
を
め
ぐ
り
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
教
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は
教

師
の
学
生
時
代
の
専
門
が
載
っ
て
お
り
、
中
国
人
教
師
の
場
合
は
哲
学
の
人
は
一
名
、
経
済
学
出
身
の
教
師
は
一
名
で
、
他
の
教

師
の
専
門
は
言
語
学
と
教
育
学
で
あ
る
。
教
授
法
ま
た
は
言
語
学
な
ど
に
詳
し
く
な
い
哲
学
と
経
済
学
出
身
の
先
生
た
ち
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
さ
ら
に
綿
密
に
分
析
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
言
語
教
育
に
対
す
る
意
識
を
考
察
す
る
と
き
、

先
生
の
専
門
が
異
な
る
と
、
そ
の
意
識
が
違
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
対
象
者
と
な
る
中
国
人
教
師
の
九
人
の
中
で
、

新
人
教
師
が
多
い
が
、
言
語
教
育
に
関
し
て
、
新
人
教
師
と
経
験
教
師
と
の
意
識
の
差
異
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
分
析
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
八
田
他
（
二
〇
一
七
）
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
使
用
し
、
日
本
・
日
本
文
化
に
つ
い
て
、
新
人
教
師
と
経
験

教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
調
査
し
て
い
る
。「
刺
激
文
」と
し
て
は
、坪
根
他（
同
上
）の「
刺
激
文
」と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
日
本
・
日
本
文
化
に
関
す
る
も
の
を
抽
出
し
て
分
析
し
た
が
、「
刺
激
文
」
の
テ
ー
マ
が
広
す
ぎ
た
た
め
、
日
本
・
日
本
文
化

に
つ
い
て
の
内
容
が
十
分
に
聞
き
取
れ
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
研
究
を
通
し
、
日
本
で
の
留
学
経
験
が
日
本
・
日
本
文
化
へ
の
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ビ
リ
ー
フ
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
日
本
滞
在
期
間
の
長
さ
も
ビ
リ
ー
フ
を
揺
さ
ぶ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に

つ
い
て
深
く
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
八
田
他
（
同
上
）
で
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
日
本
に
お
け
る
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
を
通
し
、
質
的
調
査
が
行
わ
れ
た
研
究
が
多
く
、
中
国
人
日
本

語
教
師
を
対
象
と
す
る
研
究
は
二
〇
一
一
年
以
降
に
集
中
し
て
い
る
が
、
全
体
か
ら
見
る
と
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
ま
た
、

質
的
調
査
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
が
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
ら
れ
た
が
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
の
欠

点
を
最
小
化
す
る
た
め
の
補
足
調
査
が
行
わ
れ
た
研
究
は
少
な
か
っ
た
。
以
下
は
中
国
に
お
け
る
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー

フ
研
究
の
問
題
点
を
分
析
し
て
い
く
。

　
　
　

三
・
二　

中
国
側
の
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究

　

中
国
に
お
い
て
、尹
（
二
〇
一
一
ａ
、二
〇
〇
ｂ
）、楊
（
二
〇
一
三
）、穆
他
（
二
〇
一
五
）、趙
（
二
〇
一
六
）、張
（
二
〇
一
七
）、

金
（
二
〇
一
七
）
は
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
で
、
七
本
あ
る
。
尹
（
同
）
で
は
、
同
じ
刺
激
文
を
用
い
て
上
海
に

い
る
中
国
人
教
師
各
三
名
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
行
な
っ
た
。
刺
激
文
は
「
大
学
教
師
と
し
て
、
研
究
は
あ
な
た
に
と
っ
て
何
を
意
味

す
る
の
か
、
い
つ
研
究
を
行
な
い
た
い
の
か
、
い
つ
研
究
を
行
な
い
た
く
な
い
の
か
」（
筆
者
訳
）
で
あ
る
。
こ
の
刺
激
文
か
ら
見

る
と
、
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
特
定
で
き
な
く
、
大
学
の
教
師
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
答
え
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
調
査
結
果

は
一
般
の
大
学
教
師
に
も
適
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
楊
（
同
）
で
は
、
中
国
人
新
人
教
師
三
名
（
在
職
の
地
域
不
明
）
に
Ｐ
Ａ

Ｃ
分
析
を
行
っ
た
。
刺
激
文
は
「
優
秀
な
大
学
日
本
語
教
師
は
ど
の
よ
う
な
専
門
素
質
を
持
つ
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
大
学
日
本

語
教
師
は
優
秀
な
の
か
」（
筆
者
訳
）
で
あ
る
。
こ
の
研
究
の
調
査
対
象
の
所
属
の
大
学
が
理
工
系
大
学
、
外
国
語
系
大
学
及
び
師
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範
系
大
学
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
。
調
査
結
果
か
ら
見
る
と
、属
性
が
異
な
る
大
学
で
働
く
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー

フ
に
差
異
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
調
査
方
法
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
楊
（
同
）
で

使
用
さ
れ
た
方
法
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
で
あ
る
。
一
方
、
金
（
同
）
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
使
用
し
、
中
国
人
日
本
語
教
師
（
経
験
教

師
三
名
）
を
対
象
に
、「
協
働
学
習
に
関
す
る
教
育
観
」
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
行
な
っ
た
。
被
調
査
者
が
担
当
し
て
い
る
授

業
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
個
人
の
教
育
観
に
ど
の
く
ら
い
影
響
し
て
い
る
か
、
被
調
査
者
の
間
に
差
異
が
存
在
す
る
か

に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
は
少
人
数
の
被
調
査
者
の
意
識
を
深
く
調
査
し
、
統
計
ソ
フ
ト
に

よ
り
客
観
的
に
解
釈
で
き
、
速
く
結
果
が
出
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
の
利
点
が
あ
る
が
、
被
調
査
者
が
い
る
社
会
文
化
、
所

属
の
大
学
の
政
策
ま
た
は
所
在
国
の
政
策
等
か
ら
の
影
響
を
長
期
間
の
調
査
、
分
析
す
る
の
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
分

析
が
長
期
間
の
調
査
で
な
い
た
め
、
色
々
な
要
素
を
考
え
、
全
面
的
に
人
間
の
ビ
リ
ー
フ
を
把
握
で
き
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
異
な
る
ソ
フ
ト
に
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ン
ト
ロ
グ
ラ
フ
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
小
澤
他
（
二
〇
〇
九
）
で
指
摘
し
て

い
る
の
で
、
尹
（
同
）、
楊
（
同
）、
金
（
同
）
で
異
な
る
統
計
ソ
フ
ト
を
使
う
場
合
、
調
査
結
果
に
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
る
か

に
つ
い
て
再
び
考
慮
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
穆
他
（
同
）
で
は
、
現
場
で
働
い
て
い
る
日
本
語
教
師
三
二
名
を
対
象
と
し
て
、「
協
働
学
習
に
対
す
る
意
識
」
に
つ
い

て
自
由
記
述
を
実
施
し
た
。
調
査
対
象
の
背
景
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
が
、
こ
う
い
う
違
い
に
よ
る
影
響
の
有
無
は
調
査
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。
張
（
同
）
で
は
中
国
国
内
の
中
国
人
教
師
を
対
象
と
し
て
、
教
学
、
研
究
と
能
力
意
識
を
中
心
に
し
て
、
質
問

紙
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
地
域
は
広
く
、
北
京
、
上
海
の
よ
う
な
大
都
市
だ
け
で
な
く
、
東
北
部
、
内
陸
部
及
び
西
南
部
に
お
け

る
大
学
も
含
ま
れ
て
い
る
。
使
用
し
た
質
問
紙
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
を
実
施
し
た
上
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
地

域
ご
と
の
回
答
数
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
調
査
デ
ー
タ
は
各
項
目
の
回
答
平
均
値
だ
け
計
算
さ
れ
た
が
、
各
項
目
間
の

175



関
連
性
、
異
な
る
地
域
に
よ
る
回
答
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
、
互
い
に
関
連
性
が
あ
る
の
か
は
統
計
的
に
分
析
さ
れ
て

い
な
い
。

　
　
　

三
・
三　

課
題
の
ま
と
め

　

中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
へ
の
分
析
か
ら
見
る
と
、
以
下
の
課
題
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

調
査
方
法
に
お
い
て
は
、
量
的
調
査
が
少
な
い
の
に
対
し
、
質
的
調
査
法
が
多
か
っ
た
。
二
つ
の
方
法
を
合
わ
せ
て
調
査
し
た

研
究
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
質
的
調
査
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
使
用
し
た
理
由
も
あ
ま
り

明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
質
的
調
査
法
を
使
用
し
た
論
文
も
少
な
か
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
の
限
界
を
意
識
し
な
が
ら
、
他
の
調

査
法
と
併
用
す
る
、
ま
た
は
他
の
質
的
調
査
法
を
試
し
、
ビ
リ
ー
フ
研
究
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
中
国
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
は
ほ
と
ん
ど
横
断
研
究
で
、
縦
断
研
究
は
か
な
り
少
な
い
と
い
う
こ
と
も

指
摘
で
き
る
。

調
査
対
象
か
ら
見
れ
ば
、
中
国
の
大
都
市
、
有
名
な
大
学
に
集
中
し
、
中
国
の
内
陸
部
、
普
通
の
大
学
ま
た
は
日
本
語
教
育
が
進

ん
で
い
な
い
地
域
に
い
る
教
師
を
対
象
と
す
る
調
査
は
今
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
。
中
国
の
大
都
市
、
有
名
な
大
学
に
集
中
す
ぎ

る
と
、ビ
リ
ー
フ
の
調
査
結
果
に
偏
り
が
あ
り
、実
際
の
状
況
が
反
映
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。調
査
対
象
の
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ト
に
つ
い
て
、
国
籍
、
性
別
、
年
齢
、
学
歴
、
留
学
経
験
が
載
っ
て
い
る
が
、
調
査
対
象
の
学
生
時
代
の
専
門
が
何
な
の
か
、
現
在
、

ど
の
よ
う
な
授
業
を
担
当
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
込
ん
で
い
る
か
、
ど
こ
の
地
域
の
ど
の
大
学
で
働
く
の
か

な
ど
は
ビ
リ
ー
フ
の
形
成
、
内
容
及
び
変
化
を
分
析
す
る
と
き
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
記
さ
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れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
調
査
対
象
数
は
複
数
の
場
合
が
多
い
、
一
名
の
対
象
者
の
み
に
対
し
、
対
象
者
の
周
り
の
環
境
を
視
野
に

入
れ
、
対
象
者
の
生
活
に
踏
み
込
み
、
深
く
調
査
し
続
け
る
研
究
は
珍
し
い
。

　

一
方
、
分
析
方
法
か
ら
見
れ
ば
、
調
査
方
法
の
影
響
を
受
け
、
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
へ
の
分
析
は
、
調
査
対
象
に

対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
質
問
紙
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
結
果
へ
の
分
析
に
と
ど
ま
り
、
調
査
対
象
に
影
響
を
与
え
た
周
辺
の
人
々
、

事
象
等
と
合
わ
せ
て
分
析
さ
れ
た
の
は
稀
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
を
調
査
の
視
野
に
入
れ
る
と
、
研
究
成
果
の
広
が
り
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
中
国
側
の
研
究
は
、
調
査
結
果
が
出
た
後
で
、
ビ
リ
ー
フ
の
形
成
要
因
に
関
す
る
分
析
は
不
十
分
で
、

な
ぜ
こ
う
い
う
ビ
リ
ー
フ
を
持
っ
て
い
る
か
、
な
ぜ
変
わ
る
の
か
な
ど
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
、
ビ
リ
ー
フ
調
査
の
地
域
特
徴
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
異
な
る
地
域
で
育
て
ら
れ
た
人
は
当
地
の

慣
習
、
政
策
な
ど
の
色
々
な
影
響
を
受
け
て
、
物
事
に
対
す
る
認
識
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
の
で
、
日
本
語
、
日
本
語
教

師
に
対
す
る
認
識
に
も
地
域
特
徴
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
分
析
は
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例

え
ば
、
な
ぜ
日
本
語
教
師
と
い
う
仕
事
を
選
択
し
た
の
か
、
自
分
の
学
生
時
代
と
現
在
と
の
繋
が
り
な
ど
に
つ
い
て
の
分
析
調
査

は
今
ま
で
見
ら
れ
て
い
な
い
。
中
国
内
陸
部
の
日
本
語
教
師
と
沿
海
部
の
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
差
異
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
も
課

題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
人
教
師
自
身
の
生
き
方
、
社
会
的
文
脈
と
の
関
わ
り
も
考
慮
し
た
上
で
ビ
リ
ー
フ
を
検

討
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
我
々
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

四
．
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
成
果
の
総
括

　

日
本
側
の
研
究
か
ら
見
る
と
、
中
国
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
と
の
比
較
、
言
語
教
育
観
、
ま
た
は
い
い
日
本
語
教
師
像
に
関
す
る
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網
羅
的
な
視
点
に
注
目
し
て
い
る
。
中
国
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
と
日
本
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
と
の
比
較
を
通
し
、
両
者
の
違
い
を

明
ら
か
に
し
た
研
究
が
多
い
。
具
体
的
に
い
う
と
、
岡
崎
（
同
）
で
は
、
日
本
語
学
習
の
難
し
さ
に
対
す
る
認
識
、
中
国
人
学
習

者
の
言
語
学
習
能
力
、及
び
「
読
む
」、「
書
く
」、「
聞
く
」、「
話
す
」
と
い
う
四
技
能
の
難
易
度
へ
の
判
定
に
差
異
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

葛
（
同
）
で
は
、「『
正
し
い
日
本
語
』
を
追
求
す
る
」
と
い
う
言
語
教
育
観
に
対
し
、
日
本
人
教
師
は
専
門
性
の
高
い
授
業
を
担
任

す
べ
き
で
あ
り
、中
国
人
教
師
は
母
語
話
者
に
近
い
言
語
能
力
を
持
つ
の
が
専
門
性
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
深
い
と
わ
か
っ

た
。
一
方
、
葛
（
同
）
は
中
国
の
教
育
大
網
へ
の
分
析
を
通
し
、「
訓
練
で
獲
得
で
き
る
学
習
者
個
体
の
日
本
語
能
力
」
と
い
う
教

育
観
に
言
語
政
策
が
与
え
た
影
響
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
分
析
す
る
と
き
に
は
、

教
師
の
立
場
、
当
地
の
言
語
教
育
政
策
に
対
す
る
配
慮
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　

中
国
人
新
人
教
師
と
経
験
教
師
と
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
︻
坪
根
他
（
二
〇
一
四
，
二
〇
一
五
）︼
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
少
人
数
を

対
象
と
し
た
調
査
で
あ
る
。
同
じ
新
人
教
師
で
も
、
各
自
の
受
け
た
教
育
背
景
の
異
な
り
に
よ
り
、「
い
い
日
本
語
教
師
」
に
対
す

る
ビ
リ
ー
フ
の
差
異
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
教
育
政
策
の
理
念
は
必
ず
し
も
新
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
す
べ
て
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。
一
方
、「
学
習
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
・
行
動
を
と
る
か
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
つ
か
」
に
つ
い
て
、
経
験
教
師

は
学
生
を
励
ま
す
等
行
為
を
通
し
、
学
生
に
動
機
づ
け
る
こ
と
、
学
生
へ
思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
と
い
う
ビ
リ
ー
フ
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
坪
根
他
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
中
国
人
経
験
教
師
は
「
学
習
者
と
授
業
外
で
の
つ
き
あ

い
も
含
め
て
関
係
作
り
を
し
て
信
頼
関
係
を
築
く
と
い
う
ビ
リ
ー
フ
」
を
持
っ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

筆
者
の
経
験
や
観
察
か
ら
見
て
、
多
少
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。

　

ま
た
、
中
国
人
新
人
教
師
と
経
験
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
の
比
較
研
究
で
は
、
坪
根
他
（
二
〇
一
六
）
に
よ
る
と
、「
実
践
的
な
日
本

語
」
へ
の
意
識
に
つ
い
て
、
新
人
教
師
は
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
重
視
し
て
い
る
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
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経
験
教
師
は
学
生
の
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
意
識
し
、
日
本
語
の
プ
ロ
に
な
る
こ
と
、
日
本
語
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

実
例
を
考
え
な
が
ら
教
え
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。「
考
え
さ
せ
る
授
業
」
に
つ
い
て
は
、
双
方
と
も
考
え
さ
せ
る

授
業
を
目
指
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
何
を
考
え
る
か
に
つ
い
て
の
意
識
が
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
新
人
教
師
は
、
学
習
の
中

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
社
会
生
活
の
こ
と
な
ど
幅
広
く
学
習
者
に
考
え
さ
せ
る
の
に
対
し
、
経
験
教
師
は
学
習
の
中
の
こ
と
を
学

習
者
に
考
え
さ
せ
る
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
両
者
の
ビ
リ
ー
フ
の
違
い
の
生
じ
る
要
因
は
、
各
自
の
学
習
背
景
と
関
係
し

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
八
田
他
（
二
〇
一
七
）
で
は
、「
日
本
や
日
本
文
化
」
に
つ
い
て
、
新
人
教
師
と
経
験
教
師
の
ビ
リ
ー
フ

の
差
異
が
示
し
て
い
る
。「
日
本
や
日
本
文
化
」
を
取
り
上
げ
る
意
義
や
必
要
性
に
つ
い
て
、
新
人
教
師
は
広
い
視
野
を
持
ち
、「
知

識
や
情
報
レ
ベ
ル
を
超
え
た
文
化
観
の
広
が
り
の
兆
し
」
が
感
じ
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
日
本
語
教
師
の
教
歴
、
留

学
期
間
の
長
さ
、
国
際
情
勢
な
ど
の
背
景
を
ビ
リ
ー
フ
の
分
析
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
冷
（
同
）、
長
坂
他
（
同
）
で
は
、
授
業
中
の
問
題
点
を
め
ぐ
り
、
中
国
人
日
本
語
教
師
の
意
識
を
調
査
し
た
。
冷

（
同
）
に
お
い
て
、
授
業
に
対
す
る
全
体
的
な
意
識
に
つ
い
て
は
学
生
と
教
師
の
間
に
は
大
き
な
差
異
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
教
科

書
へ
の
評
価
は
、
教
師
よ
り
学
生
の
方
が
厳
し
い
評
価
を
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
学
生
側
は
新
し
い
教
科
書
が
欲
し
い
と
い

う
意
識
が
強
く
現
れ
た
。
長
坂
他
（
同
）
で
は
、
中
国
人
教
師
に
対
し
、
日
本
人
の
発
想
、
敬
語
や
語
彙
な
ど
の
言
語
項
目
、
学

習
者
へ
の
動
機
付
け
や
授
業
の
仕
方
な
ど
が
会
話
指
導
の
難
点
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
岡
本
（
同
）
で
は
、「
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」
授
業
を
使
用
し
、
研
究
協
力
者
の
語
り
、
学
習
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
筆
者
の
内
省
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｎ
Ｔ
教
師
に
盲
目
的
に
頼
り
、
自
信
が
な
い
と
い
う
中
国
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
、

中
国
の
日
本
語
授
業
に
お
け
る
問
題
点
、
一
部
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
教
師
教
育
を

通
じ
た
意
識
改
革
や
、
教
師
同
士
が
対
等
な
立
場
で
学
び
合
う
授
業
研
究
や
話
し
合
い
な
ど
の
場
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
る
で
あ
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ろ
う
。

　

中
国
側
の
主
な
研
究
は
教
師
の
研
究
意
識
、
協
働
学
習
へ
の
意
識
及
び
日
本
語
教
師
の
現
状
分
析
で
あ
る
。
教
師
の
研
究
意
識

に
関
し
て
、
尹
（
同
）
で
は
、
研
究
の
動
機
付
け
、
研
究
を
行
う
途
中
で
出
会
っ
た
問
題
、
教
育
と
研
究
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、

上
海
の
中
国
人
日
本
語
教
師
が
持
つ
意
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
協
働
学
習
へ
の
意
識
に
つ
い
て
、
協
働
学
習
の
実
施

現
状
及
び
教
師
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
協
働
学
習
は
多
く
の
中
国
人
日
本
語
教
師
に
対
し
、
新
し
い
教
授
方
法
で
あ
る

た
め
、
こ
の
方
法
に
慣
れ
て
い
な
い
教
師
が
多
く
、
協
働
学
習
の
意
味
を
完
全
に
理
解
し
て
い
る
人
も
少
な
い
と
い
う
結
果
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
中
国
人
日
本
語
教
師
の
全
体
的
な
意
識
と
現
状 　

へ
の
調
査
を
通
し
、
大
学
の
レ
ベ
ル
別
の
状
況
を
一
定
的
に

把
握
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
レ
ベ
ル
が
最
も
低
い
Ｃ
レ
ベ
ル
大
学
を
例
と
し
て
説
明
す
る
と
、
Ｃ
レ
ベ
ル
大
学
は
研
究
よ
り
教
学

の
方
を
よ
り
重
視
し
、
ま
た
、
日
本
語
教
育
で
最
も
重
要
な
能
力
と
し
て
効
果
的
な
教
授
法
の
実
現
を
謳
っ
て
い
る
。
一
方
、
Ｃ

レ
ベ
ル
大
学
の
教
師
に
と
っ
て
最
も
弱
い
能
力
が
効
果
的
な
教
授
法
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
大
学
に
い

る
日
本
語
教
師
の
意
識
の
傾
向
が
次
第
に
わ
か
っ
て
き
た
。

　

日
本
側
と
中
国
側
の
研
究
か
ら
見
る
と
、
授
業
中
の
問
題
点
、
教
授
法
へ
の
認
識
、
教
育
内
容
へ
の
考
え
、
求
め
ら
れ
る
日
本

語
教
師
の
能
力
な
ど
の
点
へ
の
調
査
を
通
し
、
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
が
大
体
把
握
で
き
る
。
し
か
し
、
調
査
対
象
、

調
査
方
法
及
び
分
析
方
法
は
限
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、以
下
は
先
行
研
究
に
お
け
る
問
題
点
に
沿
い
な
が
ら
、

中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
に
つ
い
て
、
今
後
の
動
向
を
分
析
し
、
展
望
を
行
う
。

　
　

五
．
今
後
の
展
望

（
10
）
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前
述
の
よ
う
に
、
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
は
一
九
九
〇
年
代
以
来
、
次
第
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
学
習
活

動
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
学
習
者
に
向
け
て
、
よ
り
良
い
学
習
環
境
を
作
る
た
め
に
、
日
本
語
教
育
に
お
い
て
、
重
要
な
一

環
と
し
て
の
日
本
語
教
師
の
意
識
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
語
教
育
に
対
す
る
教
師
の
意
識
へ
の
把
握
を
通
し
、
教

師
へ
の
評
価
、
教
育
能
力
の
向
上
、
日
本
語
教
育
の
現
状
へ
の
分
析
、
今
後
の
動
き
へ
の
展
望
な
ど
に
活
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
調
査
方
法
、
調
査
対
象
、
分
析
方
法
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
今
後
の
展
望
を
行
な
っ
て
、
そ
し
て
、
日
本
語
教
師
を
対
象

と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
が
日
本
語
教
育
に
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
の
か
を
検
討
し
て
み
る
。

　

ま
ず
、
調
査
方
法
に
関
し
て
は
、
ま
ず
今
ま
で
先
行
研
究
か
ら
見
る
と
、
長
期
間
で
調
査
対
象
を
観
察
す
る
縦
断
研
究
は
稀

で
あ
る
。
本
来
、
ビ
リ
ー
フ
は
時
間
の
経
つ
に
つ
れ
て
変
容
す
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
縦
断
研
究
を
実
施
す
れ

ば
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
ビ
リ
ー
フ
の
変
容
及
び
そ
の
要
因
を
正
確
に
深
く
調
査
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今

後
、
少
人
数
の
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
長
期
間
続
い
て
観
察
し
て
い
く
の
が
望
ま
れ
る
。
一
方
、
中
国
人
日
本
語
教

師
の
ビ
リ
ー
フ
研
究
で
は
、
質
的
調
査
法
の
使
用
が
多
い
が
、
量
的
調
査
法
の
使
用
が
相
対
的
に
少
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
二

つ
の
調
査
方
法
を
併
用
し
た
研
究
論
文
は
あ
ま
り
な
い
。
ま
ず
全
体
的
な
傾
向
を
把
握
す
る
た
め
、
量
的
調
査
法
を
使
い
、
そ
の
後
、

焦
点
を
絞
っ
て
、
一
〇
人
位
の
対
象
に
対
し
、
質
的
調
査
法
を
使
用
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
す
る
と
、

研
究
結
果
の
客
観
性
を
保
証
で
き
、
質
的
調
査
法
の
使
用
を
通
し
、
特
定
で
き
な
い
意
識
が
明
ら
か
に
な
り
、
量
的
調
査
の
結
果

と
相
互
に
検
証
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
質
的
調
査
法
の
一
つ
と
し
て
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
は
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ

研
究
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
の
メ
リ
ッ
ト
は
短
時
間
内
で
調
査
結
果
が
見
ら
れ
、
客
観
的
に
調
査
で
き
る
と
い
う

の
で
あ
る
が
、
統
計
ソ
フ
ト
の
結
果
に
よ
り
、
人
間
の
ビ
リ
ー
フ
を
解
釈
す
る
こ
と
の
妥
当
性
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
文
化
人

類
学
の
質
的
調
査
法
と
し
て
のM

-G
T

A

、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
の
研
究
方
法
を
用
い
、
周
り
の
環
境
に
配
慮
し
、
細
か
い
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と
こ
ろ
ま
で
注
意
を
払
い
、収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
忠
実
に
ビ
リ
ー
フ
調
査
を
行
う
こ
と
が
よ
り
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
来
、

ビ
リ
ー
フ
の
研
究
は
そ
の
対
象
に
い
る
社
会
の
文
脈
と
切
り
離
せ
な
い
た
め
、エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
も
今
後
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
調
査
対
象
で
は
、
中
国
内
陸
部
に
い
る
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
し
た
研
究
は
あ
ま
り
な
い
。
理
由
と
し
て
は
、

内
陸
部
の
日
本
語
教
育
は
沿
海
部
よ
り
遅
れ
て
い
る
た
め
、
注
目
さ
れ
に
く
い
。
ま
た
、
内
陸
部
は
海
外
と
の
接
触
は
頻
繁
で
は

な
く
、
外
国
語
を
学
ん
で
も
、
使
え
る
場
面
が
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
専
門
を
設
置
し
て
い
る
大
学
が
少
な
く
、

日
本
語
教
師
の
研
修
も
少
な
い
。
そ
れ
に
日
本
語
学
習
者
数
、
教
師
数
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
学
習
者
、
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を

調
査
す
る
の
は
や
や
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
は
ま
だ
成
熟
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
上
海
、
大
連
な
ど
の
日
本
語
教
育
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
大
都
市
に
集
中
し
て

い
る
が
、
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
現
状
を
深
く
調
査
し
、
全
国
の
状
況
を
最
大
限
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
今
後
の
ビ
リ
ー

フ
研
究
は
日
本
語
教
育
が
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
中
国
の
内
陸
部
に
も
広
が
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、全
面
的
に
、

客
観
的
に
中
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
現
状
を
反
映
す
る
た
め
、
優
秀
な
大
学
だ
け
で
な
く
、
レ
ベ
ル
が
や
や
低
い
大
学
ま
た
は

中
等
教
育
機
関
、
民
間
の
日
本
語
教
育
機
関
に
も
注
目
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
語
教
師
の
み
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
の
は
十
分
で
は
な
く
、
調
査
対
象
を
多
方
面
的
に
分
析
す
る
た
め
、
周
辺
に

い
る
両
親
、
友
達
、
同
僚
、
学
校
の
責
任
者
、
学
生
な
ど
の
デ
ー
タ
も
含
め
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
日
本
語
学
習
者
か
ら
の

デ
ー
タ
は
直
接
的
に
、
日
本
語
教
師
の
教
育
能
力
、
授
業
状
況
な
ど
を
反
映
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
が
教
師
と

学
習
者
と
の
接
触
に
ど
の
く
ら
い
実
現
さ
れ
る
か
を
検
証
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
語
授
業
活
動
に
直
接
参
加
す
る
学
習
者

か
ら
の
デ
ー
タ
は
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
中
で
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
学
校
の
政
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策
、
責
任
者
及
び
同
僚
た
ち
が
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
多
少
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。
学
校
の
政
策
は
教
師
の
考
え
方
と
す
れ

違
っ
た
場
合
、
教
師
は
実
際
に
行
動
す
る
時
、
教
師
の
選
択
は
ど
う
な
る
の
か
、
時
間
が
経
つ
に
連
れ
て
、
政
策
の
影
響
を
受
け

た
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
は
ど
の
く
ら
い
変
化
す
る
の
か
な
ど
は
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
検
討
す
る
時
、
視
野
に
入
れ
る
と
い
い
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
教
師
と
毎
日
生
活
し
て
い
る
家
族
も
調
査
対
象
の
範
囲
に
入
れ
て
も
良
い
と
思
う
。
生
活
面
が
教
師
の
ビ
リ
ー
フ

に
与
え
る
影
響
や
、
意
識
か
ら
行
動
（
授
業
、
研
究
）
へ
の
移
転
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
支
障
を
来
す
か
な
ど
の
点
に
つ
い
て
も
、

教
師
の
ビ
リ
ー
フ
の
形
成
、
変
容
を
分
析
す
る
時
、
役
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
生
活
面
の
影
響
に
つ
い
て
は
尹
松
（
同
上
）
で
少

し
触
れ
て
い
る
が
、
デ
ー
タ
の
収
集
も
不
足
し
て
お
り
、
詳
し
く
分
析
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
調
査
対
象
者
に
つ
い
て
は
、

日
本
語
教
師
だ
け
で
な
く
、
視
野
を
広
げ
て
、
周
り
に
い
る
人
々
に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
収
集
し
た
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
語
教
師
の
学
生
時
代
の
専
攻
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
今
中
国
の
大
学
は
自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
博
士
号
を
持
っ
た
人
を
積
極
的
に
募
集
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
一
部
日
本
語
教
師
の
学
生
時
代
の
専
攻
は
日
本
語
・
日
本
語
教
育
と
全
く
関
係
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
、
彼
達
が
な
ぜ
日
本

語
教
師
に
な
り
た
い
の
か
、
日
本
語
教
師
に
な
っ
た
後
、
ど
う
な
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
中
国
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
研

究
の
重
要
な
一
環
と
し
て
今
後
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
教
師
の
所
在
大
学
の
類
別
、
所
在
地
域
な
ど
を
記

述
し
た
も
の
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
分
析
す
る
時
に
重
要
な
情
報
で
あ
り
、
情
報
が
足
り
な
い
と
、

ビ
リ
ー
フ
の
形
成
ま
た
は
変
容
の
要
因
な
ど
を
深
く
検
討
で
き
な
く
て
、
一
方
、
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
き
、
調
査
方
法
及
び
限

ら
れ
た
デ
ー
タ
の
制
限
を
受
け
、
ビ
リ
ー
フ
の
形
成
、
変
容
な
ど
を
全
面
的
に
深
く
分
析
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
か
ら
、
日
本
語
教
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
デ
ー
タ
の
収
集
に
つ
い
て
さ
ら
に
全
面
的
に
、
細
か
い
部
分
も
含
め

て
収
集
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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収
集
し
た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
時
に
も
い
く
つ
か
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
人
間
の
意
識
を
分
析
す
る
時
、
社
会
心
理
学

の
方
法
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
な
ど
）
も
あ
れ
ば
、
文
化
人
類
学
の
方
法
（M

-G
T

A

な
ど
）
も
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
統
計
処
理
に
よ

り
因
子
分
析
ま
た
は
相
関
関
係
を
探
求
す
る
方
法
も
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
研
究
で
使
わ
れ
た
方

法
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
が
目
立
っ
て
多
い
。
こ
れ
か
ら
異
な
る
方
法
を
試
し
て
、
さ
ら
に
統
計
分
析
を
行
え
ば
、
新
た
な
発
見
が
出
て

く
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　

日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
語
教
育
上
で
貢
献
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
求
め
ら
れ
る
教
師

は
ど
ん
な
素
質
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
と
い
う
「
日
本
語
教
師
像
」
に
対
す
る
調
査
は
今
後
、
教
師
評
価
に
運
用
で
き
、
教
師
養

成
に
も
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
授
業
法
に
関
す
る
ビ
リ
ー
フ
調
査
は
、
今
使
っ
て
い
る
教
授
法
の
問
題
点
を
見
出
し
、
ビ
リ
ー

フ
へ
の
分
析
を
通
し
、
問
題
点
の
形
成
要
因
も
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
新
人
教
師
へ
の
調
査
を
通
し
、
新
人
教
師
の

不
安
が
わ
か
り
、
新
人
教
師
の
研
修
を
よ
り
よ
く
行
え
る
。
そ
れ
以
外
に
、
教
材
の
編
纂
、
コ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
活
用
で
き

る
の
が
望
ま
し
い
。

　

以
上
に
基
づ
き
、
中
国
人
日
本
語
教
師
を
対
象
と
す
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
の
余
地
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
多
種
多
様

な
調
査
方
法
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
対
象
と
し
、
調
査
す
る
こ
と
は
中
国
の
日
本
語
教
育
現
状
の
解

明
の
一
助
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご　

か
き
）
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［
註
］

（
１
）H

orw
itz

（
一
九
八
七
）
は
言
語
学
習
に
対
す
る
学
習
者
の
確
信
を
把
握
す
る
た
め
、B

A
L

L
I

：B
eliefs A

bout L
anguage 

L
earning Inventory

を
開
発
し
た
。B

A
L

L
I

は
言
語
学
習
に
対
す
る
適
性
、
言
語
学
習
の
難
易
度
、
言
語
学
習
の
性
質
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
、言
語
学
習
の
動
機
の
五
領
域
に
わ
た
り
、三
四
質
問
項
目
に
つ
い
て
「
強
く
賛
成
」
か
ら
「
強
く
反
対
」

ま
で
の
５
件
法
で
回
答
す
る
質
問
紙
調
査
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
言
語
教
育
で
活
用
さ
れ
、
研
究
課
題
ま
た
は
調
査
対
象
の

異
な
り
に
よ
り
、
新
し
い
質
問
項
目
を
追
加
し
、
調
査
を
行
な
っ
た
研
究
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
近
年
、B

A
L

L
I

調
査
を
使
用
し
た
調

査
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。（
稲
葉
み
ど
り
二
〇
一
四
：
一
〇
五
頁
に
よ
る
）

（
２
）
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
研
究
は
質
的
研
究
の
ひ
と
つ
で
、
初
期
に
は
、
自
ら
の
語
り
を
用
い
て
、
抽
象
的
な
概
念
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
が
、

最
近
で
は
、「
解
放
と
共
感
」（
現
実
に
対
す
る
代
替
案
を
生
み
出
し
た
り
、
他
者
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
）
と
い
う
目
的
を
強
調
し

た
も
の
も
あ
る
。（
灘
光
洋
子
・
浅
井
亜
紀
子
・
小
柳
志
津
二
〇
一
四
：
七
二
頁
に
よ
る
）

（
３
）
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
はPersonal A

ttitude C
onstruct

（
個
人
別
態
度
構
造
）
の
略
称
で
あ
る
。
こ
の
分
析
方
は
当
該
テ
ー
マ

に
関
す
る
自
由
連
想
、
連
想
項
目
間
の
類
似
度
評
定
、
類
似
度
距
離
行
列
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
、
被
験
者
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
構

造
の
イ
メ
ー
ジ
解
釈
の
報
告
、
実
験
者
に
よ
る
総
合
的
解
釈
を
通
じ
て
個
人
ご
と
に
態
度
や
イ
メ
ー
ジ
の
構
造
を
分
析
す
る
方
法
で
あ

る
（
内
藤
哲
雄
二
〇
一
七
：
序
に
よ
る
）

（
４
）
心
理
学
の
分
野
で
開
発
さ
れ
た
分
析
方
法
で
、
あ
る
事
象
に
関
す
る
多
数
の
量
的
デ
ー
タ
か
ら
、
そ
の
事
象
に
強
い
影
響
を
与
え
て

い
る
少
数
の
因
子
を
と
り
出
す
時
に
使
用
さ
れ
る
多
変
量
解
析
法
の
ひ
と
つ
と
い
う
。（『
流
通
用
語
辞
典
』）

（
５
）　
個
人
の
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
口
述
の
物
語
で
あ
る
。
ま
た
個
人
ラ
イ
フ
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
自
身
の
経
験
を
も
と
に
し
た
語
り
か
ら
、

自
己
の
生
活
世
界
そ
し
て
社
会
や
文
化
の
諸
相
を
全
体
的
に
読
み
解
こ
う
と
す
る
質
的
調
査
法
の
一
つ
で
あ
る
。（
桜
井
厚
（
二
〇
一
二
）

『
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
論
』
六
頁
に
よ
る
）

（
６
）M

-G
T

A

と
は
質
的
研
究
法
と
し
て
一
九
六
〇
年
代
に
提
案
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｇ
Ｔ
Ａ
）

の
修
正
版
で
あ
る
。
デ
ー
タ
に
接
地
し
根
差
し
た
理
論
を
生
成
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。（
灘
光
洋
子
・
浅
井
亜
紀
子
・
小
柳
志
津

二
〇
一
四
：
六
八
頁
に
よ
る
）

（
７
）
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
質
問
項
目
を
設
定
し
て
お
き
、
録
音
設
備
ま
た
メ
モ
を
使
い
な
が
ら
質
問
を
続
け
て
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行
く
方
法
で
あ
る
。

（
８
）
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
は
一
つ
の
社
会
的
単
位
（
個
人
・
家
族
・
集
団
・
町
な
ど
）
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
生
活
過
程
を

社
会
的
・
文
化
的
背
景
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
詳
細
に
記
述
し
、
そ
こ
か
ら
一
般
法
則
を
見
い
だ
し
て
い
く
研
究
法
。

（
９
）E

xploratory P
ractice

で
は
、
教
室
で
の
様
々
な
営
み
を
も
っ
と
全
体
的
に
「life

」
と
し
て
捉
え
、
教
室
の
「quality of life

」

を
優
先
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ク
ラ
ス
の
あ
る
状
況
に
つ
い
て
、
解
決
す
べ
き
問
題
を
設
定
す
る

の
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
い
う
「puzzle

」
か
ら
出
発
し
、
教
室
の
「quality of life

」
を
理
解
し
て
い
く
こ
と
に
重
点

が
置
か
れ
る
の
で
あ
る
（
岡
本
和
恵
二
〇
一
〇
：
二
〇
九
頁
に
よ
る
）。

（
10
）
具
体
的
に
い
う
と
、
教
学
意
識
（
学
生
観
、
学
習
観
）、
教
学
現
状
（
教
学
行
為
、
教
学
モ
ー
ド
）、
能
力
意
識
及
び
自
己
評
価
、
研

究
現
状
と
研
究
意
識
が
あ
る
。（
張
麗
梅
二
〇
一
七
：
四
八
頁
に
よ
る
）

参
考
文
献

　
日
本
語
文
献

安
龍
洙
・
渡
辺
文
夫
・
内
藤
哲
雄
（
二
〇
〇
四
）「
日
本
語
学
習
者
と
日
本
語
教
師
の
授
業
観
の
比
較
―
個
人
別
態
度
構
造
分
析
法
（
Ｐ

Ａ
Ｃ
）
に
よ
る
事
例
研
究
―
」　
『
筑
波
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二　

筑
波
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー　

四
九
―
五
九
頁

秋
田
美
帆
（
二
〇
一
三
）「
教
育
観
の
意
識
下
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
要
因
実
習
生
に
よ
る
振
り
返
り
を
デ
ー
タ
と
し
て
」　
『
言
語
文
化

教
育
研
究
』　

一
一　

言
語
教
育
研
究
学
会　

二
二
一
―
二
四
〇
頁

阿
部
新
（
二
〇
一
四
）「
世
界
各
地
の
日
本
語
学
習
者
の
文
法
学
習
・
語
彙
学
習
に
つ
い
て
の
ビ
リ
ー
フ
：
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
日
本
語

教
師
・
日
本
人
大
学
生
・
日
本
人
教
師
と
比
較
し
て
」　
『
国
立
国
語
研
究
所
論
集
』
八　

国
立
国
語
研
究
所　

一
―
一
三
頁

飯
野
令
子
（
二
〇
一
〇
）「
日
本
語
教
師
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
場
に
お
け
る
経
験
の
意
味
生
成　

語
り
手
と
聞
き
手
の
相
互

作
用
の
分
析
か
ら
」　
『
言
語
文
化
教
育
研
究
』
九　

一
七
―
四
一
頁

稲
葉
み
ど
り
（
二
〇
一
四
）「
外
国
語
学
習
の
ビ
リ
ー
フ
の
考
察
―
愛
知
教
育
大
学
の
１
年
生
の
場
合
―
」　
『
愛
知
教
育
大
学
教
育
創

造
開
発
機
構
紀
要
』
四　

一
四
九
―
一
五
六
頁

牛
窪
隆
太
（
二
〇
一
三
）「
新
人
日
本
語
教
師
の
教
育
機
関
へ
の
参
加
に
関
す
る
考
察
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
事
例
研
究
」　
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『
言
語
文
化
教
育
研
究
』
一
一　

三
六
九
―
三
九
〇
頁

岡
崎
智
己
（
二
〇
〇
一
）「
母
語
話
者
と
非
母
語
話
者
教
師
の B

E
LIE

FS 

比
較
―
日
本
と
中
国
の
日
本
語
教
師
の
場
合
」　
『
日
本
語

教
育
』
一
一
〇　

日
本
語
教
育
学
会　

一
一
〇
―
一
一
九
頁

岡
本
和
恵
（
二
〇
一
〇
）「『
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
』・『
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
』
の
意
識
と
そ
の
実
践
―
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

を
通
し
て
見
え
て
き
た
も
の
―
」　
『
阪
大
日
本
語
研
究
』
二
二　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

二
〇
五
―
二
三
五
頁

小
澤
伊
久
美
・
嶽
肩
志
江
・
坪
根
由
香
里
（
二
〇
〇
五
）「
日
本
語
教
育
に
お
け
る
教
師
の
実
践
的
思
考
に
関
す
る
研
究
（
２
）
―
新
人
・

ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
授
業
観
察
時
の
プ
ロ
ト
コ
ル
と
観
察
後
の
レ
ポ
ー
ト
の
比
較
よ
り
―
」　
『
Ｉ
Ｃ
Ｕ
日
本
語
教
育
研
究
』
二　

国

際
基
督
教
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー　

一
―
二
一
頁

小
澤
伊
久
美
・
丸
山
千
歌
（
二
〇
〇
九
）「
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
に
お
け
る
好
ま
し
い
統
計
処
理
と
は
―
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
っ
て
デ
ン
ド
ロ

グ
ラ
ム
が
相
違
す
る
問
題
へ
の
対
処
の
た
め
に
―
」　
『
Ｉ
Ｃ
Ｕ
日
本
語
教
育
研
究
』
六　

国
際
基
督
教
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー　

二
五
―
四
七
頁

小
澤
伊
久
美
・
嶽
肩
志
江
・
坪
根
由
香
里
・
八
田
直
美
（
二
〇
一
二
）「
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
を
日
本
語
非
母
語
話
者
に
日
本
語
で
実
施
す
る

際
の
留
意
点
―
タ
イ
人
新
人
日
本
語
教
師
へ
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
か
ら
―
」　
『
Ｉ
Ｃ
Ｕ
日
本
語
教
育
研
究
』
八　

一
九
―
三
四
頁

小
澤
伊
久
美
・
嶽
肩
志
江
・
坪
根
由
香
里
（
二
〇
一
三
）「
あ
る
日
本
語
授
業
に
つ
い
て
の
経
験
日
本
語
教
師
Ａ
の
語
り
と
そ
の
背
景

に
あ
る
意
識
：
マ
ル
チ
メ
ソ
ッ
ド
に
よ
る
分
析
」　
『
Ｉ
Ｃ
Ｕ
日
本
語
教
育
研
究
』
一
〇　

国
際
基
督
教
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー　

三
―
二
四
頁

大
河
内
瞳（
二
〇
一
五
）「Professional learning com

m
unity

に
お
け
る
教
師
の
学
び
：
タ
イ
の
大
学
で
教
え
る
日
本
語
教
師
の
ケ
ー

ス
・
ス
タ
デ
ィ
」　
『
阪
大
日
本
語
研
究
』
二
七　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

一
九
五
―
二
二
一
頁

片
桐
準
二
・K

anokw
an Laohaburanakit K

A
T

A
G

IR
I

・
池
谷
清
美
・
中
山
英
治
（
二
〇
一
一
）
タ
イ
高
等
教
育
の
日
本
語
教
育

協
働
現
場
に
お
け
る
「
成
長
す
る
教
師
」
の
可
能
性
―
タ
イ
人
教
師
が
経
験
す
る
協
働
現
場
の
実
態
分
析
か
ら
の
考
察
―
」　
『
国

際
交
流
基
金
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
語
教
育
紀
要
』
八　

国
際
交
流
基
金
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー　

三
五
―

四
四
頁

片
桐
準
二
・
池
谷
清
美
・
カ
ノ
ッ
ク
ワ
ン
・
ラ
オ
ハ
ブ
ラ
ナ
キ
ッ
ト
・
片
桐
（
二
〇
一
二
）「
海
外
で
の
協
働
現
場
に
お
け
る
日
本
人
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教
師
の
心
理
的
文
化
変
容
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
に
よ
る
協
働
観
の
事
例
研
究
か
ら
―
」　

一
―
八
頁

葛
茜
（
二
〇
一
四
）「
中
国
の
大
学
日
本
語
専
攻
教
育
に
お
け
る
教
師
の
言
語
教
育
観
と
そ
の
教
育
の
再
考
―
四
大
学
の
日
本
語
教
師

へ
の
調
査
を
も
と
に
」　
『
日
本
語
・
日
本
語
学
研
究
』
四　

東
京
外
国
語
大
学
国
際
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー　

五
三
―
七
〇
頁

久
保
田
美
子
（
二
〇
〇
六
）「
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
―
因
子
分
析
に
よ
る
『
正
確
さ
志
向
』
と
『
豊
か
さ
志
向
』

―
」『
日
本
語
教
育
』
一
三
〇　

日
本
語
教
育
学
会　

九
〇
―
九
九
頁

久
保
田
美
子
（
二
〇
一
七
）「
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
と
学
習
経
験
―
２
０
０
４
・
２
０
０
５
年
度
と

２
０
１
４
・
２
０
１
５
年
度
の
量
的
調
査
結
果
の
比
較
―
」『
国
際
交
流
基
金
日
本
語
教
育
紀
要 

』
一
三　

七
―
二
二
頁

呉
禧
受
（
二
〇
〇
六
）「
韓
国
に
お
け
る
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
の
特
徴
：
日
本
人
教
師
と
韓
国
人
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
の
比
較
を
通

し
て
」　
『
こ
と
ば
の
科
学
』
一
九　

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会　

五
―
二
二
頁

桜
井
厚
（
二
〇
一
二
）『
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
論
』
弘
文
堂　

六
頁

嶽
肩
志
江
・
坪
根
由
香
里
・
小
澤
伊
久
美
（
二
〇
〇
九
）「
教
師
の
実
践
的
思
考
を
探
る
上
で
の
ビ
リ
ー
フ
質
問
紙
調
査
の
可
能
性
と

課
題
：
日
本
語
教
育
に
お
け
る
教
師
の
実
践
的
思
考
に
関
す
る
研
究
（
３
）」　
『
横
浜
国
立
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
教
育
研
究
論
集
』

一
六　

三
七
―
五
六
頁

嶽
肩
志
江
・
坪
根
由
香
里
・
小
澤
伊
久
美
・
八
田
直
美
（
二
〇
一
二
）「
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
と
質
問
紙
調
査
併
用
に
よ
る
ビ
リ
ー
フ
研
究
：

あ
る
タ
イ
人
日
本
語
教
師
の
事
例
よ
り
」
横
浜
国
立
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー　

九
三
―
一
四
六
頁

ツ
ィ
ガ
ル
ニ
ツ
カ
ヤ
・
レ
ナ
（
二
〇
〇
七
）「
日
本
語
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ
：
日
本
語
教
師
と
学
習
者
の
比
較
」　
『
筑
波

応
用
言
語
学
研
究
』
一
四　

一
二
九
―
一
三
七
頁

坪
根
由
香
里
・
嶽
肩
志
江
・
小
澤
伊
久
美
・
八
田
直
美
（
二
〇
一
五
）「
い
い
日
本
語
教
師
」
に
関
す
る
中
国
人
新
人
教
師
の
ビ
リ
ー

フ 

―
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
の
結
果
か
ら
」　
『
大
阪
観
光
大
学
紀
要
』
一
五　

三
三
―
四
二
頁

坪
根
由
香
里
・
小
澤
伊
久
美
・
嶽
肩
志
江
・
八
田
直
美
（
二
〇
一
六
）「「
実
践
的
な
日
本
語
」「
考
え
さ
せ
る
授
業
」
を
意
識
す
る
中

国
人
日
本
語
教
師
│
そ
の
背
景
と
彼
ら
が
目
指
す
授
業
│
」　
『
大
阪
観
光
大
学
紀
要
』
一
六　

大
阪
観
光
大
学　

三
三
―
四
二
頁

坪
根
由
香
里
・
小
澤
伊
久
美
・
八
田
直
美
（
二
〇
一
三
）「
韓
国
人
経
験
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
を
探
る
―
「
い
い
日
本
語
教
師
」

に
関
す
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
の
結
果
か
ら
―
」　
『
大
阪
観
光
大
学
紀
要
』
一
三　

六
七
―
七
八
頁
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坪
根
由
香
里
・
小
澤
伊
久
美
・
嶽
肩
志
江
（
二
〇
一
四
）「
中
国
人
経
験
日
本
語
教
師
の
『
対
学
習
者
』
ビ
リ
ー
フ
と
そ
の
背
景
を
探

る
―
『
い
い
日
本
語
教
師
』
に
関
す
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
の
結
果
か
ら
―
」　
『
大
阪
観
光
大
学
紀
要
』
一
四　

五
九
―
六
八
頁

灘
光
洋
子
・
浅
井
亜
紀
子
・
小
柳
志
津
（
二
〇
一
四
）「
質
的
研
究
方
法
に
つ
い
て
考
え
る
：
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ

ロ
ー
チ
、
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
分
析
、
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
を
中
心
と
し
て
」　
『
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
集
』
一
二　

六
七

―
八
四
頁

中
井
雅
也
（
二
〇
〇
九
）「
タ
イ
の
高
校
で
求
め
ら
れ
る
日
本
人
日
本
語
教
師
像
―
学
生
と
タ
イ
人
教
師
の
観
点
か
ら
―
」　
『
国
際
交

流
基
金
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
語
教
育
紀
要
』
六　

国
際
交
流
基
金
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー　

四
六
―
五
二

頁
長
坂
水
晶
・
木
田
真
理
（
二
〇
一
一
）「
中
国
の
大
学
の
日
本
語
授
業
に
お
け
る
会
話
指
導
に
関
す
る
調
査
―
中
・
上
級
レ
ベ
ル
を
対

象
と
し
た
教
室
活
動
の
実
態
と
教
師
の
意
識
―
」　
『
国
際
交
流
基
金
日
本
語
教
育
紀
要
』
七　

四
三
―
五
七
頁

西
野
藍
・
太
原
ゆ
か
・
内
田
陽
子
（
二
〇
一
一
）「
タ
イ
の
中
等
日
本
語
教
育
とE

ducation Professional Standards 

―
現
場
の
教

員
の
視
点
か
ら
見
た
意
義
と
問
題
―
」　
『
国
際
交
流
基
金
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
語
教
育
紀
要
』
八　

一
一
五
―

一
二
四
頁 

八
若
壽
美
子
・
藤
原
智
栄
美
（
二
〇
一
〇
）「N

on-native 

日
本
語
教
師
の
対
日
イ
メ
ー
ジ
―
個
人
別
態
度
構
造
分
析
法
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
）

に
よ
る
事
例
研
究
―
」　
『
茨
城
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
八　

一
九
―
四
二
頁

八
田
直
美
・
小
澤
伊
久
美
・
嶽
肩
志
江
・
坪
根
由
香
里
（
二
〇
一
二
）「
ノ
ン
ネ
イ
テ
ィ
ブ
新
人
日
本
語
教
師
に
と
っ
て
の
研
修
の
意

義
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
に
よ
る
タ
イ
人
新
人
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
調
査
か
ら
―
」　
『
国
際
交
流
基
金
日
本
語
教
育
紀
要
』
八　

国

際
交
流
基
金
日
本
語
交
際
セ
ン
タ
ー　

二
三
―
三
九
頁 

八
田
直
美
・
小
澤
伊
久
美
・
坪
根
由
香
里
・
嶽
肩
志
江
（
二
〇
一
七
）「
中
国
人
日
本
語
教
師
が
持
つ
日
本
語
教
育
に
お
け
る
日
本
・

日
本
文
化
に
関
す
る
意
識
―
新
人
教
師
と
経
験
教
師
の
比
較
よ
り
―
」　
『
大
学
日
本
語
教
員
養
成
課
程
研
究
協
議
会
論
集
』
一
五　

三
〇
―
四
四
頁

古
別
府
ひ
づ
る
（
二
〇
〇
八
）「
タ
イ
中
等
教
育
機
関
に
お
け
る
タ
イ
人
日
本
語
教
師
の
良
い
日
本
語
教
師
観
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
と
半
構

造
化
面
接
よ
り
―
」　
『
国
際
交
流
基
金
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
語
教
育
紀
要
』
五　

三
七
―
四
六
頁

189



古
別
府
ひ
づ
る
（
二
〇
〇
九
）「
タ
イ
中
等
教
育
機
関
の
日
本
語
教
師
が
求
め
る
日
本
語
教
師
の
行
動
特
性
―
探
索
的
因
子
分
析
よ
り

―
」『
日
本
教
科
教
育
学
会
誌
』
三
二
―
一　

日
本
教
科
教
育
学
会　

五
九
―
七
〇
頁 

古
別
府
ひ
づ
る
（
二
〇
一
三
）「
タ
イ
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
タ
イ
人
日
本
語
教
師
の
良
き
日
本
語
教
師
観
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
と
半
構

造
化
面
接
よ
り
―
」　
『
大
学
日
本
語
教
員
養
成
課
程
研
究
協
議
会
論
集
』 

八　

二
五
―
三
一
頁

福
永
達
士
（
二
〇
一
五
）「
イ
人
日
本
語
教
師
の
教
師
認
知
―
タ
イ
中
等
教
育
機
関
に
お
け
る
ビ
リ
ー
フ
調
査
か
ら
―
」　
『
国
際
交
流

基
金
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
語
教
育
紀
要
』
一
二　

国
際
交
流
基
金
バ
ン
コ
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー　

二
七
―
三
六

頁
布
施
悠
子
（
二
〇
一
五
）「
母
語
話
者
日
本
語
教
師
不
安
尺
度
の
開
発
―
新
し
い
教
材
を
教
え
る
場
面
に
着
目
し
て
―
」　
『
一
橋
大
学

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
六　

一
二
三
―
一
三
六
頁

星
摩
美
（
二
〇
一
四
）「
日
本
語
教
師
の
持
つ
ビ
リ
ー
フ
の
要
因
と
変
化
に
関
す
る
縦
断
的
研
究
：
質
問
紙
調
査
結
果
に
見
る
韓
国
中

等
教
育
に
お
け
る
国
家
シ
ラ
バ
ス
「
教
育
課
程
」
と
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
」　
『
人
間
社
会
環
境
研
究
』
二
八　

金
沢
大
学
大

学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科　

三
三
―
五
〇
頁

星
摩
美
（
二
〇
一
六
）「
韓
国
中
等
教
育
日
本
語
教
師
の
実
践
と
ビ
リ
ー
フ
―
変
化
と
そ
の
要
因
を
中
心
に
―
」　
『
日
本
語
教
育
』

一
六
五　

八
九
―
一
〇
三
頁

松
田
真
希
子
（
二
〇
〇
五
）「
現
職
日
本
語
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
に
関
す
る
質
的
研
究
」　
『
長
岡
技
術
科
学
大
学
言
語
・
人
文
科
学
論
集
』

一
九　

長
岡
技
術
科
学
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー　

二
一
五
―
二
四
〇
頁

内
藤
哲
雄
（
二
〇
一
七
）『
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
実
施
法
入
門
「
改
訂
版
」：「
個
」
を
科
学
す
る
新
技
法
へ
の
招
待
』　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

山
田
智
久
（
二
〇
一
四
）「
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
の
変
化
要
因
に
つ
い
て
の
考
察
―
二
名
の
日
本
語
教
師
へ
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
調
査
結
果
の

比
較
か
ら
―
」『
日
本
語
教
育
』
一
五
七　

日
本
語
教
育
学
会　

三
二
―
四
六
頁

李
暁
博
（
二
〇
〇
四
）「
日
本
語
教
師
の
専
門
知
に
つ
い
て
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
的
理
解
」　
『
阪
大
日
本
語
研
究
』
一
六　

八
三
―
一
一
三

頁
冷
麗
敏
（
二
〇
〇
五
）「
中
国
の
大
学
に
お
け
る
『
総
合
日
本
語
（
精
読
）』
に
関
す
る
意
識
調
査
―
学
習
者
と
教
師
の
回
答
を
比
較

し
て
―
」　
『
日
本
言
語
文
化
研
究
会
論
集
』
創
刊
号　

五
九
―
七
三
頁
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中
国
語
文
献

李
暁
博
（
二
〇
〇
八
）「
教
室
里
的
権
威
：
対
日
語
教
師
個
人
実
践
知
識
的
叙
事
研
究
」　
『
外
語
研
究
』
一
一　

九　

四
六
―
五
〇
頁

尹
松
（
二
〇
一
一
ａ
）「
大
学
日
語
教
師
科
研
動
因
的
個
人
分
析
―
基
于
対
三
位
副
教
授
的
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
結
果
」　
『
外
語
教
学
理
論
与

実
践
』
四　

五
八
―
六
四
頁

尹
松
（
二
〇
一
一
ｂ
）「
一
項
基
于
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
的
日
語
専
業
教
師
科
研
意
識
調
査
」　
『
日
語
学
習
与
研
究
』
一　

五
七　

八
二
―

八
八
頁

楊
雅
林
（
二
〇
一
三
）「
青
年
日
語
教
師
対
優
秀
日
語
教
師
専
業
素
質
的
認
知
―
基
于
Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
的
教
師
認
知
研
究
」　
『
当
代
教
師

教
育
』
六
―
四　

四
八
―
五
六
頁

穆
红
・
劉
娜
（
二
〇
一
五
）「
中
国
日
語
教
師
対
合
作
学
習
教
学
実
践
的
観
念
与
意
識
」　
『
中
国
校
外
教
育　

下
旬
刊
』　

一
八
頁

趙
冬
茜
（
二
〇
一
六
）「
中
国
日
語
教
師
関
于
合
作
学
習
模
式
的
意
識
調
査
」　
『
天
津
外
国
語
大
学
学
報
』
二
三
―
二　

四
六
―
五
〇

頁
張
麗
梅
（
二
〇
一
七
）「
中
国
高
校
日
語
専
業
教
師
発
展
現
状
和
発
展
需
求
研
究
―
以
教
学
、
科
研
与
能
力
意
識
為
中
心
―
」　
『
日
語

学
習
与
研
究
』
一
九
一　

四
七
―
五
六
頁

金
玉
花
（
二
〇
一
七
）「
合
作
学
习
中
大
学
日
语
教
师
的
教
学
―
―
基
于
三
位
大
学
日
语
教
师
的 

Ｐ
Ａ
Ｃ
分
析
」　
『
日
語
学
習
与
研
究
』

一
九
〇　

七
九
―
八
六
頁
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